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令和３年第６回芦北町議会定例会議事日程（第１号） 

 

令和３年１１月３０日 

午前１０時  開 会 

於   議    場 

１ 議事日程 

開会宣告 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定について 

第 ３ 諸報告 

議長諸般の報告 

行政報告 

第 ４ 町長の提案理由説明 

第 ５ 議案第６３号 令和３年度芦北町一般会計補正予算（第５号） 

第 ６ 議案第６４号 令和３年度芦北町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第２号） 

第 ７ 議案第６５号 令和３年度芦北町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号） 

第 ８ 議案第６６号 令和３年度芦北町農業集落排水事業特別会計補正予算 

（第２号） 

第 ９ 議案第６７号 令和３年度芦北町有温泉事業特別会計補正予算（第１号） 

第１０ 議案第６８号 芦北町議会議員及び芦北町長の選挙における選挙運動の

公費負担に関する条例の制定について 

第１１ 議案第６９号 芦北町地方創生臨時基金条例の一部を改正する条例の制

定について 

第１２ 議案第７０号 芦北町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

第１３ 議案第７１号 芦北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について 

第１４ 議案第７２号 芦北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

定について 

第１５ 議案第７３号 建設工事委託に係る協定の締結について 

第１６ 同意第 ４号 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについ
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て 

第１７ 発議第 ５号 芦北町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

第１８ 陳情第 ９号 大関山風力発電建設計画に関する陳情について 

（散 会） 

 

２ 出席議員（１５人） 

１番 楠 原 清 照 君 ２番 長 口   隆 君 

３番 林 田 燿 宏 君 ４番 坂 本   登 君 

５番 宮 内 道 則 君 ６番 寺 本 順 一 君 

７番 古 村 逸 男 君 ８番 白 坂 康 浩 君 

９番 前 田 徹 一 君 10番 元 山 秀 志 君 

11番 平 松 洋 一 君 12番 川 尻 成 美 君 

13番 寺 本 修 一 君 15番 草 野 安 道 君 

16番 宮 尾 秀 行 君 

 

３ 欠席議員（１人） 

14番 岡 部 惠美子 君 

 

４ 説明のため出席した者の職氏名（１６人） 

町    長  竹 﨑 一 成 君   副 町 長  藤 崎 正 司 君 

教 育 長  岩 田 繁 義 君   総 務 課 長  松 本 俊 造 君 

企画財政課長  川 尾 敏 浩 君   税 務 課 長  長 﨑 十三男 君 

住民生活課長  福 井 成 昭 君   福 祉 課 長  池 田 康 浩 君 

健康増進課長  田 中 公 広 君   農林水産課長  佐 竹 貴 幸 君 

商工観光課長  釜   辰 信 君   建 設 課 長  鎌 倉 博 之 君 

上下水道課長  平 田 秀 臣 君   教 育 課 長  白 坂 達 也 君 

スポーツ・文化振興課長  内 田 照 也 君   コミュニティセンター課長  志 水 哲 治 君 

 

５ 職務のため出席した事務局職員の職氏名（２人） 

議会事務局長  福 田 貴 司 君   次長(課長補佐)  窪 田 和 彦 君 
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議長諸般の報告 

 

１ 例月現金出納検査結果報告書（別紙のとおり） 

 

２ 水俣芦北広域行政事務組合議会定例会 

期 日 令和３年１０月１日（金） 

場 所 水俣芦北広域行政事務組合 

内 容 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について外 

 

３ 熊本県町村議会議長会（議員研修会）（ＷＥＢ開催） 

期 日 令和３年１０月６日（水） 

場 所 芦北町役場議員控室 

講 師 流通経済大学教授・ジャーナリスト 龍崎 孝 氏 

内 容 講演：演題「日本の政治経済の展望」 

 

４ 熊本県市町村総合事務組合議会定例会 

期 日 令和３年１０月６日（水） 

場 所 熊本県市町村自治会館 

内 容 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について外 

 

５ 熊本県町村議会議長会理事・郡事務局長合同会議 

期 日 令和３年１０月２１日（木） 

場 所 美里町役場 

内 容 令和４年度予算案について外 

 

６ 熊本県町村議会議長会（広報研修会）（ＷＥＢ開催） 

期 日 令和３年１１月４日（木） 

場 所 芦北町役場議員控室 

講 師 議会広報ファシリテーター・熊本大学客員教授 越地 真一郎 氏 

内 容 講演：演題「そろそろ化けませんか！」創意、熱意の取り組みに学ぶ 

議会広報紙のクリニック 

 

７ 南九州西回り自動車道建設促進大会 

期 日 令和３年１１月１５日（月） 
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場 所 ホテルルポール麹町（東京都） 

 

８ 第６５回町村議会議長全国大会 

期 日 令和３年１１月２６日（金） 

場 所 明治記念館（東京都） 

 

 

令和３年１１月３０日 

芦北町議会議長  宮 尾 秀 行  
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芦町監第２９号 

令和３年１１月９日 

芦北町議会議長 宮 尾 秀 行 様 

 

芦北町監査委員 井 川 良 一 

 

芦北町監査委員 古 村 逸 男 

 

例月現金出納検査の結果に関する報告の提出について 

 

地方自治法第２３５条の２第１項の規定により例月現金出納検査を実施したので、同

条第３項の規定により、その結果に関する報告を下記のとおり提出します。 

 

記 

１ 検査の対象 

会計管理者の権限に属する現金（歳計現金、一時借入金及び基金並びに歳入歳出外

現金）の出納及び保管 

 

２ 検査現在期日 

令和３年１０月３１日 

 

３ 検査実施日 

令和３年１１月９日 

 

４ 検査の結果及び意見 

検査現在期日における歳計現金及び基金並びに歳入歳出外現金（一時借入金なし）

の保管状況は、預金通帳、保管現金及び現金保管状況一覧表と照合した結果すべて符

合し相違ないこと及び適正に処理されていることを確認した。 

また、出納事務については、現金出納にかかる証拠書類及び関係帳表と照合、検査

の結果、計数に誤りはなく何ら不正非違の点も見受けられず、すべて適正に処理され

ていることを認めた。 

なお、参考まで検査現在期日における現金の現在高は、次のとおりである。 

 

一
般
会
計
・
特
別
会
計 

歳 計 現 金 409,933,892 円 

一 時 借 入 金 0 円 

基 金 に 関 す る 現 金 3,986,453,544 円 

歳 入 歳 出 外 現 金 112,239,701 円 

計 4,508,627,137 円 

水 道 事 業 会 計 340,896,852 円 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） おはようございます。 

ただいまから令和３年第６回芦北町議会定例会を開会します。 

岡部君から欠席届が出ております。 

これより本日の会議を開きます。 

議席に配付の議事日程にしたがって会議を進めてまいります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、１１番 平松

君及び１２番 川尻君の２人を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２ 会期の決定について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２「会期の決定について」を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員会からの答申に基づき、本日か

ら１２月３日までの４日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日か

ら１２月３日までの４日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第３ 諸報告 

○議長（宮尾秀行君） 日程第３「諸報告」を行います。 

例月現金出納検査結果、議長諸般の報告及び町長の行政報告の内容は、議席に配

付のとおりです。 

以上で、諸報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第４ 町長の提案理由説明 

○議長（宮尾秀行君） 日程第４「町長の提案理由説明」を求めます。竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） おはようございます。 

本日ここに、芦北町議会定例会の招集を申し上げましたところ、議員各位におか

れましては御出席を賜り、ありがとうございました。 

昨年の豪雨災害を受け、本年を復興元年と位置づけ、復旧・復興事業に全力で取

り組んでまいりました。町内各所で事業が行われ、徐々にではありますが、確実に
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復興への歩みが進んでおります。また、復興を後押しする芦北町復興まつりや計石

校庭マルシェ、校庭シネマが開催され、多くの皆様に御来場をいただきました。賑

わいや笑い声から、復興への大きな弾みとなるとともに、被災された皆様へのエー

ルとなったものと考えております。今後とも一日も早いふるさと芦北の再生へ全力

で取り組んでまいります。 

さて、本定例会に付議しました議案につきまして御説明申し上げます。 

まず、令和３年度芦北町一般会計補正予算及び特別会計に係る補正予算４件、ま

た条例の新規制定１件、条例の一部改正４件並びに建設工事委託協定の締結１件、

さらに人事案件１件を含めた、合計１２議案を提案しております。 

御審議いただき、議決賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたしま

す。 

○議長（宮尾秀行君） 町長の説明が終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第５ 議案第６３号 令和３年度芦北町一般会計補正予算（第５号） 

○議長（宮尾秀行君） 日程第５、議案第６３号「令和３年度芦北町一般会計補正予算

（第５号）」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） おはようございます。 

それでは、議案第６３号、令和３年度芦北町一般会計補正予算（第５号）につい

て、御説明いたします。 

今回の補正は、予算の総額に歳入歳出それぞれ４億５,５７０万円を追加し、総

額を１６０億６,７９３万円とするものです。 

また、第２条で繰越明許費、第３条で地方債の補正をそれぞれ計上しております。 

まず、今回の補正は、款１の議会費から款９の教育費まで、人事異動等に伴う職

員給与費等の補正を行っており、総額で６８６万６,０００円の減額となっており

ます。また、あわせて昨年同様、新型コロナウイルス感染症の影響により、イベン

ト等の縮小・中止で、総額３,２９９万２,０００円の減額補正を計上しております。

以降、各款の補正につきまして、これらを省略して説明いたします。 

歳出から説明いたします。 

予算書は１３ページをお開きください。 

款の２総務費です。下から２段目になりますが、項１目５財産管理費の４００万

円は、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金制度要綱等の改正に

伴い、新型コロナウイルス感染症対策である利子補給費補助事業等の今年度交付決

定分が対象となったため、今年度の事業の財源として同交付金を地方創生臨時基金
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へ積み立てるものです。 

目６企画費の６２７万２,０００円のうち、予算書は１４ページになります。節

１８負担金補助及び交付金の７７万３,０００円の減額は、令和２年度国勢調査速

報値の公開により、水俣芦北広域行政事務組合負担金の負担割合を再算定したこと

による事務局経費に係る負担金の減額であります。 

目１１高速交通対策費の１１３万５,０００円は、燃料費高騰によりふれあいツ

クールバスの燃料費を増額するものです。 

１５ページをお願いします。 

最下段になります。項４目２町議会議員選挙費の１,２７２万７,０００円は、公

職選挙法の改正に伴い、令和４年３月執行の町議会議員選挙における選挙運動費用

を公費負担とするためのものであります。 

１６ページをお願いします。 

款３民生費です。項１目１社会福祉総務費の１,５２９万円の減額のうち、節２

７繰出金の２０３万６,０００円の増額は、低所得者に対する保険税軽減額を公費

で補填する国民健康保険基盤安定繰出金が軽減世帯の増に伴い増額となった１９５

万６,０００円と、国民健康保険事業特別会計事業勘定繰出金の８万円です。 

目２障害者福祉費の１,２７３万９,０００円は、補装具の義足及び座位保持装置

の申請が当初見込みより多くなったことによる補装具費扶助費の２８６万１,００

０円と、令和３年４月の報酬改定に伴う加算創設による給付費の増額と、児童福祉

サービスの利用者増に伴う障がい児通所給付費扶助費の９８７万８,０００円です。 

目４高齢者福祉費の５３４万８,０００円は、介護保険事業特別会計への繰出金

です。 

目５後期高齢者医療費の２,８３７万円は、令和２年度後期高齢者医療市町村療

養給付費負担金の確定に伴う過年度に係る追加納付です。 

項２目１児童福祉総務費の１億８４９万７,０００円のうち、高校生以下の子育

て世帯を支援するため、子ども１人当たり５万円を給付する令和３年度子育て世帯

への臨時特別給付金事業が、節１８負担金補助及び交付金の子育て世帯への臨時特

別給付金１億２５０万円と、事務費である節１報酬から節１２委託料までの２５０

万６,０００円の合計１億５００万６,０００円となります。また、節１８の保育環

境改善等事業補助金３６０万円と、放課後児童クラブ新型コロナウイルス感染拡大

防止事業補助金７５万円は、それぞれ保育所８施設と放課後児童クラブ４施設が購

入する子ども用マスクや消毒液等の新型コロナウイルス感染症対策用消耗品や備品

の購入に対する補助金です。 

目２児童措置費の７９万２,０００円は、児童手当の特例給付に関する制度改正
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による給付対象者の所得上限額の変更等にシステム改修委託料です。 

目４児童館費の６１万５,０００円は、滑り台等の遊具で転落防止となっている

格子状の枠に子どもの頭部や胴体が入って事故となった報道を受け、児童館等町所

管施設の遊具点検を行った結果、危険と判断された５カ所、７台の遊具の改修に伴

う修繕費です。 

１８ページをお願いします。 

次に、款４衛生費です。項１目２予防費の３,４６５万７,０００円は、新型コロ

ナウイルスワクチンの３回目接種に係る経費のうち、町外の医療施設で接種した場

合に支払う事務手数料と、その接種費用を医療機関へ支払う住所地外接種費支払事

務手数料５８万７,０００円と、令和３年度に必要な個別接種分予防接種委託料３,

３３７万７,０００円、健康管理システム改修委託料６９万３,０００円です。 

目の３衛生費の１５万８,０００円の減額は、令和２年度国勢調査速報値の公開

により、水俣芦北広域行政事務組合負担金の負担割合を再算定したことによる火葬

場費に負担金の減額です。 

目５健康増進事業費の３７６万２,０００円は、検診機関からの検診結果等の様

式標準化とマイナンバー制度を活用した検診情報の閲覧や、市町村間の情報連携を

行うためのシステム改修委託料です。 

１９ページをお願いします。 

目６生活排水対策事業費の７８１万７,０００円は、町の浄化槽設置整備事業補

助金が豪雨災害の被災による新築家屋の増等で、設置基数が予定を上回る申請が予

測されるための増額５０８万６,０００円と、農業集落排水事業特別会計の繰出金

２７３万１,０００円です。 

目８豪雨災害対策費の５５１万円は、泥泪上水道組合の取水施設が豪雨災害によ

り被災したため、新たに水源を確保するための飲料水供給施設災害復旧事業費４６

４万円と、その球磨川流域復興基金分８７万円です。 

項２目３し尿処理費の１４３万７,０００円は、令和２年国勢調査速報値の公開

により、水俣芦北広域行政事務組合負担金の負担割合等の再算定によるし尿処理費

による負担金の増となります。 

２０ページをお願いします。 

次に、款５農林水産業費です。ページは最下段になります。それから、２１ペー

ジにかけまして、項２目２林業振興費の２,２３０万３,０００円は、災害公営住宅

建設で町産材を使用するため、伐採した丸太の仕分け、保管等に係る建築用資材等

管理手数料１９４万円及び伐採に係る災害公営住宅建築用資材施業業務委託料１,

６６４万６,０００円です。また、町産材を活用して建築する住宅等へ補助を行う
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木造住宅建築支援事業補助金が当初の見込みより要望が多いための増額３７１万７,

０００円です。 

次に、款の６商工費です。項１目３観光費の９７１万５,０００円の減額のうち、

予算書は２２ページになります。３段目になりますが、節の２７繰出金は町有温泉

事業特別会計繰出金１５万１,０００円です。 

２３ページをお願いします。 

次に、款７土木費です。上から２段目になります。項２目２道路維持費の５７４

万４,０００円は、現在使用しているバックホーが購入から１３年経過しており、

さらに昨年の豪雨災害で例年以上に稼働し故障したことから、新たに買い替えるた

めの公用車購入費です。 

項３目３水防対策費の２,７２８万円は、芦北排水機場の２台のポンプのオーバ

ーホールと、№２ポンプのクラッチ改修に係る修繕料です。 

目４砂防費の９１９万５,０００円は、県事業の事業費確定に伴う県負担金の増

で、急傾斜地崩壊対策事業が大尼田地区ほか２地区の２２５万３,０００円、単県

急傾斜地崩壊対策事業が天月地区ほか１地区の６９３万４,０００円と、県治水砂

防協会負担金８,０００円です。 

目５海岸保全の２,４５０万円は、東海カーボン株式会社田ノ浦工場の敷地内の

既存排水機の改良及び増設に係る県の海岸整備事業に対する負担金です。 

２４ページをお願いします。 

項４目１港湾管理費の８１７万２,０００円は、県事業の事業費確定に伴う県負

担金の増で、県港湾協会負担金の１７万２,０００円と、小田浦松ヶ崎の浮桟橋と

防波堤の補修に係る港湾整備（交付金）事業負担金８００万円です。 

最下段の項６目３豪雨災害対策費の３万６,０００円は、女島の応急住宅集会所

の使用頻度が多く、電気料が当初見込みより増えたために増額するものです。 

２５ページをお願いします。 

次に、款８消防費です。２段目の項１目３消防施設費の９１万３,０００円は、

小島団地内の消火栓が経年劣化により水漏れが発生していることから、緊急に修繕

することとなったための修繕料です。 

目４災害対策費の２,３８７万４,０００円のうち、節１４工事請負費の１,２４

７万４,０００円は、今後の大規模災害に備え４カ所の避難所へ防災倉庫を設置す

るもので、約２７０名の３日分の食料、飲料水を保管する予定です。 

一番下の表になります。次に、款の９教育費です。項２小学校費、目１学校管理

費の５８万６,０００円は、燃料費高騰により小学校スクールバス燃料費を増額す

るものです。 
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目３豪雨災害対策費の２,１８１万７,０００円は、令和２年７月豪雨で被災した

佐敷小学校の国庫補助対象とならない修繕料、工事費、備品購入費で、そのうち修

繕料は浄化槽マンホール等に係る２１４万４,０００円、工事費は被災により剥が

れた校舎周りの芝の復旧工事１,０７４万円と、体育館前駐車場の舗装の復旧工事

８４０万円、備品購入費は４年生教室で使用するロッカー３台に係る５３万３,０

００円です。 

２６ページをお願いします。 

項３中学校費、目１学校管理費の３２万３,０００円は、燃料費高騰により中学

校スクールバスの燃料費を増額するものです。 

目３豪雨災害対策費の２,８５０万７,０００円は、佐敷小学校と同様に令和２年

７月豪雨で被災した佐敷中学校の国庫補助対象とならない修繕料と工事費で、修繕

料は職員通用口ドア修繕等の３００万５,０００円、工事費はトイレの洋式化工事

１,９５２万５,０００円、体育館前駐車場の舗装の復旧工事３０５万１,０００円

及び運動場ダッグアウト改修工事２９２万６,０００円となります。 

２７ページ中ほどになります。 

項４目７生涯学習センター費の５９万円は、小田浦生涯学習センターへ入居して

いる企業の電気使用料の増に伴う光熱水費です。 

予算書は２９ページをお願いしたいと思います。 

項５目３温泉プール運営費の８７万７,０００円のうち、節１７備品購入費の８

８万円は、温泉プールのプール底を清掃するロボットが購入から１１年経過し、経

年劣化により故障したため新たに購入するものです。 

次に、款の１０災害復旧費です。項１目２林業用施設災害復旧費の１億２７１万

７,０００円は、令和２年度から繰り越していました林道東部線と林道風穴線が関

連する県復旧事業の遅延により、林道復旧事業が令和３年度内で完了が見込めない

ため、新たに本年度予算として組み替えを行うものです。 

次に、歳入について説明いたします。 

予算書は１０ページになります。 

款の１４国庫支出金です。項１目１民生費国庫負担金の６３６万８,０００円は、

補装具の義足及び座位保持装置の申請増に伴う障害者自立支援給付費等負担金１４

３万円と、児童福祉サービスの利用者増等に伴う障害児入所給付費等負担金４９３

万８,０００円です。 

目２衛生費国庫負担金の３,３３７万７,０００円は、３回目の新型コロナウイル

スワクチン接種に係る新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金です。 

項２目１総務費国庫補助金の６１８万６,０００円は、保育所及び放課後児童ク
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ラブにおけるコロナ対策用消耗品、備品の購入に係る新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金６１７万５,０００円と、マイナンバーカード関連事務補助

員に係る社会保険料増に対する個人番号カード関連事務補助金１万１,０００円で

す。 

目２民生費国庫補助金の１億７５９万８,０００円は、保育士におけるコロナ対

策用消耗品、備品の購入等に係る保育対策総合支援事業費補助金１８０万円と、児

童手当の特例給付に関する制度改正に係るシステム改修に対する子ども・子育て支

援事業費補助金７９万２,０００円、令和３年度子育て世帯への臨時特例給付金給

付事業に対する補助金で、給付金に相当する事業費分１億２５０万円と事務費分２

５０万６,０００円です。 

目３衛生費国庫補助金の４４５万９,０００円は、検診結果をマイナンバー制度

で利活用するためのシステム改修に対する疾病予防対策事業費補助金１６２万３,

０００円、３回目の新型コロナウイルスワクチン接種に係る健康管理システム改修

に対する新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金１２８万円と、浄

化槽設置に係る地方創生汚水処理施設整備推進交付金１５５万６,０００円です。 

目８災害復旧費国庫補助金の９８万円は、被災した町立図書館の蔵書復旧に対す

る公立社会教育施設災害復旧費補助金です。 

目９消防費国庫補助金の５００万円は、避難所４カ所で設置する防災倉庫に対す

る社会資本整備総合交付金です。 

１１ページをお願いします。 

款１５県支出金です。項１目１民生費県負担金の４６５万円は、低所得者に対す

る保険税軽減額相当額のうち、県負担金である国民健康保険基盤安定負担金１４６

万６,０００円と、補装具の義足及び座位保持装置の申請増に伴う障害者自立支援

給付費等負担金７１万５,０００円、児童福祉サービスの利用者増に伴う障害児通

所給付費等負担金２４６万９,０００円です。 

項２目１総務費県補助金の３５４万５,０００円は、泥泪上水道組合の飲料水供

給施設等の災害復旧事業に充当する球磨川流域復興基金３１７万円と、放課後児童

クラブにおけるコロナ対策用消耗品、備品の購入等に係る新型コロナウイルス感染

症対応総合交付金３７万５,０００円です。 

目３衛生費県補助金の２８２万３,０００円は、浄化槽設置に係る県の浄化槽設

置整備事業費補助金です。 

目４農林水産業費県補助金の１,８８２万３,０００円は、芦北排水機場のポンプ

オーバーホールとクラッチの修繕に係る農業水路等長寿命化防災減災事業補助金で

す。 
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目６土木費県補助金の３万６,０００円は、女島の仮設住宅集会所の電気料増に

伴う県の建設型応急住宅費補助金です。 

目９災害復旧費補助金の９,３６０万２,０００円は、林業用施設災害復旧費で本

年度予算に組み替えた林道東部線と林道風穴線に係る林業用施設災害復旧費補助金

です。 

次に、款１８繰入金です。項２目１町有施設整備基金繰入金の２,６００万円は、

災害公営住宅建設用資材の施業と管理に係る委託料と、芦北排水機場ポンプ修繕へ

充当する基金繰入金です。 

款１９繰越金を最後に説明いたします。 

１２ページをお願いします。 

款２０諸収入です。項４目２雑入の５,１９３万９,０００円は、２行目の中山間

地域総合整備事業負担金が県事業負担金として令和元年度に県へ支払ったものの、

豪雨災害により実施できなかったための過年度返還金２１０万円、その下の建物災

害共済金は佐敷小・佐敷中の共済金５,０３２万４,０００円、最下段は小田浦生涯

学習センターへ入居している企業の電気使用量増加に伴う企業からの電気料収入７

１万３,０００円で、それ以外は新型コロナウイルス感染症の影響により、イベン

ト等の中止に伴う減額となります。 

款の２１町債です。項１目５土木債の３,９５０万円は、県の急傾斜地崩壊対策

事業費負担金と単県急傾斜地崩壊対策事業費負担金に係る急傾斜地崩壊対策事業債

７００万円と、同じく県の海岸整備事業負担金と港湾整備事業負担金に係る港湾債

３,２５０万円です。 

目８災害復旧費債の８２０万円は、林道施設災害復旧工事に係る林業用施設災害

復旧事業債です。 

最後に、款の１９繰越金です。 

予算書、１１ページの最下段になります。 

歳入歳出不足額に５,０３９万３,０００円に対しまして、前年度繰越金を充当す

るものであります。 

次に、６ページをお開きいただきたいと思います。 

第２表繰越明許費について説明いたします。款５農林水産業費、項２林業費の災

害公営住宅建築用資材町有林施業委託等事業から、款の１０災害復旧費、項１農林

水産施設災害復旧費の農業用施設災害復旧事業まで、８事業合計８億８,７９２万

６,０００円は、年度内完了が困難であるために翌年度へ繰り越すものであります。 

７ページをお願いします。 

第３表地方債補正について説明いたします。追加につきましては、港湾債３,２
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５０万円を新たに追加しております。変更につきましては、急傾斜地崩壊対策事業

債を７００万円増額し１,０３０万円へ、林業用施設災害復旧事業債を８２０万円

増額し４,６８０万円とするものであります。起債の方法、利率や償還方法につい

ては、表に記載のとおりであります。 

なお、３０ページから３２ページに給与費の明細書を、３３ページに地方債の現

在高の見込みに関する調書を添付しております。 

以上で、一般会計補正予算（第５号）の説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第６３号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６３号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第６ 議案第６４号 令和３年度芦北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（宮尾秀行君） 日程第６、議案第６４号「令和３年度芦北町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。福井住民生活課長。 

○住民生活課長（福井成昭君） おはようございます。 

議案第６４号、令和３年度芦北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

について、御説明いたします。 

事業勘定の予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億１,４４０万６,０００円を追加

し、総額を３３億３６４万９,０００円とするものでございます。 

補正の内容につきまして、予算書をもとに歳出から御説明いたします。 

予算書は９ページになります。 

款１総務管理費、項１総務管理費、目１一般管理費の９８万４,０００円の増額

は、職員の異動等に伴う職員給与費等の補正と、マイナンバーカードの健康保険証

利用の勧奨や登録支援に係る需用費及び役務費となります。 
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次に、款１総務管理費、項２徴税費、目１賦課徴収費の６１万５,０００円の減

額は、職員の異動等に伴う職員給与費の補正であります。 

次のページをお願いいたします。 

款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険者療養給付費の２億５,４２０

万２,０００円は、外来受診や調剤報酬の増加に伴う療養給付費の補正です。 

次に、項２高額療養費、目１一般被保険者高額療養費の５,９８３万５,０００円

は、７０歳以上の方の医療費の増加に伴い、高額療養費が不足することとなったた

め補正するものであります。 

次に、歳入につきましては８ページになります。 

款１国民健康保険税、項１目１一般被保険者国民健康保険税の１,９０８万４,０

００円の減額は、国民健康保険世帯の方で令和２年７月豪雨により被災した世帯の

保険税のうち、４月から１２月分を減免するもの等です。 

次に、款３県支出金、項１県補助金、目１保険給付費等交付金の３億３,１１６

万５,０００円は、保険給付費に要する費用に対する普通交付金及び令和２年７月

豪雨により被災した世帯の減免分の財政支援に係る特別交付金です。 

次に、款５繰入金、項１目１一般会計繰入金の２０３万６,０００円は、低所得

者に対する保険税軽減相当額を補てんする保険基盤安定繰入金及び職員給与相当額

を一般会計から繰り入れる職員給与費等繰入金です。 

次に、款８国庫支出金、項１国庫補助金、目１社会保障税番号制度システム整備

費補助金の２８万９,０００円は、マイナンバーカードの健康保険証利用の勧奨や

登録支援の経費に係る国庫補助金です。 

次に、４ページをお願いいたします。 

第２表債務負担行為補正について御説明いたします。こちらは直診勘定となりま

す。年度開始前に契約が必要な患者輸送車運転業務委託料の限度額２３９万８,０

００円を追加するものです。 

なお、予算書１１ページから１３ページに給与費明細書を、１４ページに債務負

担行為で当該年度以降の支出予定額等に関する調書を添付いたしております。 

以上で、芦北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）の説明を終わりま

す。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第６４号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６４号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第７ 議案第６５号 令和３年度芦北町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（宮尾秀行君） 日程第７、議案第６５号「令和３年度芦北町介護保険事業特別

会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。池田福祉課長。 

○福祉課長（池田康浩君） おはようございます。 

議案第６５号、令和３年度芦北町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて、御説明いたします。 

予算の総額に歳入歳出それぞれ１,９４８万１,０００円を追加し、総額を２４億

２,６１０万１,０００円とするものでございます。 

補正の内容につきまして、予算書をもとに歳出から御説明いたします。 

予算書は７ページになります。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費の５３４万８,０００円の増額は、

職員の異動等に伴います職員給与費等の補正です。 

款２保険給付費、項１介護サービス等諸費、目１介護サービス給付費は、保険料

の減額補正に伴い調整交付金へ財源を組み替えたものです。 

款２保険給付費、項２介護予防サービス等諸費、目１介護予防サービス給付費の

１,３４７万２,０００円は、令和２年７月豪雨に係る利用料減免期間が令和３年１

２月まで延長されたことに伴います補正及び実績見込みの増に伴う補正でございま

す。 

款５諸支出金の項１償還金及び還付加算金、目１第１号被保険者保険料還付金６

６万１,０００円は、令和２年７月豪雨に係る災害減免のうち、還付先不明であっ

た対象者への還付実施に伴う追加でございます。 

次に、歳入につきまして御説明いたします。 

６ページになります。 

款１保険料、項１介護保険料、目１第１号被保険者保険料の２,３３５万２,００

０円の減額は、令和２年７月豪雨に係る介護保険料の減免が令和３年１２月まで延
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長されたことに伴い、保険料を減額するものです。 

款３国庫支出金、項２国庫補助金、目１調整交付金２,０３６万９,０００円は、

令和２年７月豪雨に係る介護保険料の災害減免に伴う補てん分でございます。 

款７繰入金、項１一般会計繰入金、目４その他一般会計繰入金５３４万８,００

０円は、職員給与相当額を一般会計から繰り入れる職員給与費等繰入金です。 

款８繰越金の１,７１１万６,０００円は、前年度繰越金を補正財源とするもので

ございます。 

なお、予算書８ページから１０ページに給与費明細書を添付しております。 

以上で説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第６５号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６５号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第８ 議案第６６号 令和３年度芦北町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（宮尾秀行君） 日程第８、議案第６６号「令和３年度芦北町農業集落排水事業

特別会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。平田上下水道課長。 

○上下水道課長（平田秀臣君） おはようございます。 

議案第６６号、令和３年度芦北町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

について、御説明いたします。 

予算の総額に歳入歳出それぞれ２７３万１,０００円を追加し、総額を４億４４

万９,０００円とするものでございます。 

補正の内容につきまして、予算書をもとに歳出から御説明いたします。 

予算書は７ページになります。 

款１農業集落排水事業費、項１目１農業集落排水事業総務費の９７万１,０００
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円は、職員の異動等に伴う職員給与費等の補正です。 

項２農業集落排水施設管理費、目３米田地区農業集落排水施設管理費の１７６万

円は、米田処理場の回分槽にある循環ポンプ取り替えに係る修繕料です。 

次に、歳入について説明いたします。 

６ページになります。 

款５繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金の２７３万１,０００円は、

一般会計から繰入金を今回の補正財源とするものでございます。 

なお、予算書８ページから１０ページに給与費明細書を添付しております。 

以上で説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第６６号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６６号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第９ 議案第６７号 令和３年度芦北町有温泉事業特別会計補正予算（第１号） 

○議長（宮尾秀行君） 日程第９、議案第６７号「令和３年度芦北町有温泉事業特別会

計補正予算（第１号）」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。釜商工観光課長。 

○商工観光課長（釜 辰信君） おはようございます。 

議案第６７号、令和３年度芦北町有温泉事業特別会計補正予算（第１号）につい

て、御説明いたします。 

予算の総額に歳入歳出それぞれ６４万８,０００円を追加し、総額を１億２,２６

４万８,０００円とするものでございます。 

補正の内容につきまして、予算書をもとに歳出から御説明いたします。 

予算書は７ページになります。 

款１温泉運営費、項１運営費、目１湯浦温泉センター運営費の２万６,０００円
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は、会計年度職員の転居に伴う費用弁償の補正です。 

目２温泉観光センター運営費の６２万２,０００円は、県の補助事業を活用し、

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を拡充・更新するため等の補正です。 

次に、歳入について、６ページになります。 

款３繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金の１５万１,０００円は、

職員給与相当額等を一般会計から繰り入れるものです。 

款６県支出金、項１県支出金、目１県支出金の４９万７,０００円は、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止対策を拡充・更新し、県の感染防止対策認証制度を受けた

飲食店に対する補助金でございます。 

なお、予算書８ページから１０ページに給与費明細書を添付いたしております。 

以上で説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第６７号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６７号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１０ 議案第６８号 芦北町議会議員及び芦北町長の選挙における選挙運動の公費

負担に関する条例の制定について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１０、議案第６８号「芦北町議会議員及び芦北町長の選

挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。松本総務課長。 

○総務課長（松本俊造君） 議案第６８号、芦北町議会議員及び芦北町長の選挙におけ

る選挙運動の公費負担に関する条例の制定について、御説明申し上げます。 

この条例は、多額の費用がかからない選挙を実現するとともに、候補者の選挙運

動に係る経費の負担をできるだけ軽減することにより、立候補の機会均等を図るこ

とを目的として制定を行うものです。 
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内容としましては、選挙運動用自動車の使用、選挙運動用ポスター、ビラの作成

について、限度額までを選挙公営として取り扱うものです。 

附則として、この条例は公布の日から施行するものです。 

なお、提案理由につきましては記載のとおりです。 

以上で説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第６８号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６８号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１１ 議案第６９号 芦北町地方創生臨時基金条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１１、議案第６９号「芦北町地方創生臨時基金条例の一

部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） 議案第６９号、芦北町地方創生臨時基金条例の一部を

改正する条例の制定について、御説明申し上げます。 

本案は、地方自治法第２４１条第１項に基づき、新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金を財源として、災害時等特別資金利子補給補助金の令和３年度

以降の支出に充当するために積み立てている基金について、国の新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金制度要綱等の改正に伴い、条例の一部を改正する

ものであります。 

今回の改正内容は、附則の中で効力を失う規定を令和８年から令和９年に改める

ものであります。 

なお、附則としまして、この条例は公布の日から施行するものであります。 

以上で説明を終わります。 
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○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第６９号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６９号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１２ 議案第７０号 芦北町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１２、議案第７０号「芦北町国民健康保険条例の一部を

改正する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。福井住民生活課長。 

○住民生活課長（福井成昭君） 議案第７０号、芦北町国民健康保険条例の一部を改正

する条例の制定について、御説明申し上げます。 

今回の改正は、健康保険法施行令等の一部改正に伴い、出産育児一時金等の額を

４０万４,０００円から４０万８,０００円に改めるものです。 

附則としまして、この条例は令和４年１月１日から施行するものです。 

提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第７０号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第７０号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１３ 議案第７１号 芦北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１３、議案第７１号「芦北町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」を議題と

します。 

本案について、説明を求めます。池田福祉課長。 

○福祉課長（池田康浩君） 議案第７１号、芦北町家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、御説明申し上げま

す。 

今回の改正は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、

所要の改正を行うものでございます。 

改正の内容は、主に昨今のデジタル化の推進に伴い、家庭的保育事業等における

書類等の作成・保存等について、電磁的記録により行うことも可能である旨を規定

するため改正するものでございます。 

附則としまして、この条例は公布の日から施行することとしております。 

なお、提案理由につきましては記載のとおりでございます。 

以上で説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第７１号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第７１号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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第１４ 議案第７２号 芦北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１４、議案第７２号「芦北町特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。池田福祉課長。 

○福祉課長（池田康浩君） 議案第７２号、芦北町特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、

御説明申し上げます。 

今回の改正は、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・

子育て支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、所要の改正を行うもので

ございます。 

改正の内容は、主に昨今のデジタル化の推進に伴い、保育所等の事業者が書類等

の作成・保存等を行うものや、保育所等と保護者等の間の手続き等に関係するもの

で、書面により行うことが規定または想定されている記録等を電磁的記録により行

うことも可能である旨を規定するため、改正するものでございます。 

附則としまして、この条例は公布の日から施行することとしております。 

なお、提案理由につきましては記載のとおりでございます。 

以上で説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第７２号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第７２号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１５ 議案第７３号 建設工事委託に係る協定の締結について 
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○議長（宮尾秀行君） 日程第１５、議案第７３号「建設工事委託に係る協定の締結に

ついて」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。鎌倉建設課長。 

○建設課長（鎌倉博之君） 議案第７３号、建設工事委託に係る協定の締結について、

御説明申し上げます。 

本議案は、大迫川河川改良事業に伴い、河川改良工事を肥薩おれんじ鉄道株式会

社に委託することから上程するものです。 

今回の事業につきましては、委託事業ではありますが、本来ならば町が行うべき

工事を肥薩おれんじ鉄道株式会社に委託して施工しようとするものです。 

１ 協定の目的  大迫川改良事業の委託 

２ 契約の方法  協定 

３ 協定の金額  １億６,３３５万円 

４ 協定の相手方 熊本県八代市萩原町一丁目１番１号 

肥薩おれんじ鉄道株式会社 

代表取締役社長 古森 美津代 

工事の概要について御説明申し上げます。 

本工事は、町道射場芦北線の平生踏切から佐敷駅方向へ約１５０ｍのところで、

肥薩おれんじ鉄道線下を横断している河川の断面を拡幅する工事でございます。 

概要は、鉄道線の工事桁架設や電力・通信設備の移設、ボックスカルバートの設

置等を行うものでございます。 

なお、提案理由につきましては記載のとおりでございます。 

以上で説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第７３号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第７３号は原案のとお

り可決しました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） ここで議案配付のため、しばらくお待ちください。 

［議案配付］ 

○議長（宮尾秀行君） 配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 配付漏れなしと認めます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１６ 同意第４号 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１６、同意第４号「教育委員会教育長の任命につき同意

を求めることについて」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） 芦北町教育委員会教育長に次の者を任命したいので、議会の同

意を求めます。 

住所、熊本県葦北郡芦北町大字田浦町５５１番地２、氏名、岩田繁義。 

この件につきましては、令和４年２月１０日の任期満了に伴うものでございまし

て、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同

意を得るものであります。 

氏は、平成３１年２月から教育長として、その職責を全うされており、全国学力

学習状況調査で全国平均点、県平均ともに、町平均点が上回る等、学力の充実、教

育の振興・発展に尽力いただいておりまして、その功績は誠に大きなものがありま

す。これまでの豊富な経験と実績は、これからの教育行政の振興に大きく寄与する

ものであり、まさに教育長に適任と認め、ここに議会の同意を求めるものでござい

ます。 

どうぞよろしく同意いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから同意第４号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり同意することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、同意第４号は原案のとおり

同意することに決定しました。 

ここで暫時休憩します。 

岩田教育長の入場を求めます。 

［岩田教育長 入場］ 

○議長（宮尾秀行君） ここで、岩田教育長に挨拶を求めます。岩田教育長。 

○教育長（岩田繁義君） おはようございます。 

議長のお許しを得ましたので、御挨拶を申し上げます。 

ただ今、議会の同意をいただき、再任することになりました。深く感謝申し上げ

ます。 

私は、就任当初から本町の基本理念である「すべては次代を担う子どもたちのた

めに」を念頭におき、郷土の未来を育む人づくりを目指してまいりました。これか

らも子どもたちの学力向上や情操教育の充実・強化、さらには安心して学ぶことが

できる環境整備に努めてまいります。また、社会教育の充実と、スポーツ・文化の

振興も図ってまいりたいと考えております。 

今後とも竹﨑町長のもと、教育行政の推進に誠心誠意努めてまいりますので、皆

様方の御支援・御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げまして、挨拶とさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（宮尾秀行君） 岩田教育長のますますの御活躍を祈念いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時０１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１７ 発議第５号 芦北町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１７、発議第５号「芦北町議会委員会条例の一部を改正

する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、趣旨説明を求めます。元山君。 

○１０番（元山秀志君） 発議第５号、令和３年１１月３０日。芦北町議会議長、宮尾

秀行様。提出者、芦北町議会議員、元山秀志、賛成者、芦北町議会議員、白坂康浩、

賛成者、芦北町議会議員、宮内道則、賛成者、芦北町議会議員、林田燿宏。 

芦北町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について、地方自治法第１１

２条及び芦北町議会会議規則第１３条の規定により提出します。 
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提案理由につきましては、芦北町議会議員定数条例の一部改正により、次期改選

時から議員定数が１４人となることに伴い、これに関連する条例の一部を改正する

必要がありますので、この議案を提出するものであります。 

改正内容について御説明いたします。芦北町議会委員会条例の一部を次のように

改正するものです。 

まず、第２条関係につきましては、現在、常任委員会の名称及び定数が、総務常

任委員会６人、建設経済常任委員会５人、文教厚生常任委員会５人、議会広報委員

会６人となっており、４常任委員会で構成されております。これを、総務厚生常任

委員会７人、建設経済文教常任委員会７人、議会広報委員会は現在のとおり６人の、

３常任委員会として再編するものであります。 

各常任委員会の所管につきましては、芦北町課設置条例に基づき建制順で整理し、

条文を整えるものであります。 

また、第４条関係につきましては、議会運営委員会の定数６人を５人とするもの

であります。 

なお、附則といたしまして、この条例は令和４年４月１日から施行するものであ

り、今回の芦北町議会委員会条例の一部改正に伴い、芦北町農業振興地域整備促進

協議会条例との関連がありますので、併せて改正するものであります。 

議員各位におかれましては、御審議の上、賛同いただきますようお願い申し上げ

まして、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから発議第５号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、発議第５号は原案のとおり

可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１８ 陳情第９号 大関山風力発電建設計画に関する陳情について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１８、陳情第９号「大関山風力発電建設計画に関する陳
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情について」は、先の議会運営委員会で委員会付託する旨の答申があっております。 

お諮りします。ただ今議題となっております陳情第９号は、お手元に配付の陳情

文書表のとおり所管の常任委員会に付託したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、所管の常任委員会に付託す

ることに決定しました。 

所管の常任委員会におきましては、慎重な審査をされ、その結果を最終日の本会

議において、委員長から御報告願います。 

以上で、本日の日程は全て終了しました。 

本日はこれで散会します。 

御苦労様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時０９分 
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令和３年第６回芦北町議会定例会議事日程（第２号） 

 

令和３年１２月３日 

午前１０時 開 議 

於   議   場 

１ 議事日程 

第１ 陳情第９号 大関山風力発電建設計画に関する陳情について 

第２ 一般質問 

（一括議題＝日程第３から日程第７まで） 

第３ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第４ 建設経済常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第５ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第６ 議会広報委員会の閉会中の継続調査の申出 

第７ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出 

追加日程 

第１ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続審査の申出 

（閉 会） 

 

２ 出席議員（１４人） 

１番 楠 原 清 照 君 ２番 長 口   隆 君 

３番 林 田 燿 宏 君 ４番 坂 本   登 君 

５番 宮 内 道 則 君 ６番 寺 本 順 一 君 

７番 古 村 逸 男 君 ８番 白 坂 康 浩 君 

９番 前 田 徹 一 君 10番 元 山 秀 志 君 

11番 平 松 洋 一 君 12番 川 尻 成 美 君 

15番 草 野 安 道 君 16番 宮 尾 秀 行 君 

 

３ 欠席議員（２人） 

13番 寺 本 修 一 君 14番 岡 部 惠美子 君 

 

４ 説明のため出席した者の職氏名（１６人） 

町    長  竹 﨑 一 成 君   副 町 長  藤 崎 正 司 君 

教 育 長  岩 田 繁 義 君   総 務 課 長  松 本 俊 造 君 

企画財政課長  川 尾 敏 浩 君   税 務 課 長  長 﨑 十三男 君 
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住民生活課長  福 井 成 昭 君   福 祉 課 長  池 田 康 浩 君 

健康増進課長  田 中 公 広 君   農林水産課長  佐 竹 貴 幸 君 

商工観光課長  釜   辰 信 君   建 設 課 長  鎌 倉 博 之 君 

上下水道課長  平 田 秀 臣 君   教 育 課 長  白 坂 達 也 君 

スポーツ・文化振興課長  内 田 照 也 君   コミュニティセンター課長  志 水 哲 治 君 

 

５ 職務のため出席した事務局職員の職氏名（２人） 

議会事務局長  福 田 貴 司 君   次長(課長補佐)  窪 田 和 彦 君 
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令和３年第６回定例会一般質問通告表 

質問

順番 
質問者 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 坂本 登 １ 教育環境の

整備について 

① 小中学生のトイレ洋式化の

割合はどうなっているか。ま

た、トイレ洋式化の計画はどう

なっているか。 

② 田浦小学校の外壁改修を望

む町民の声があるが、改修の考

えはないか。 

③ 小中学校において、経費削

減につながると思われる照明器

具をＬＥＤ化する考えはない

か。 

④ 中学校生徒の多様な感性を

重視し、制服のブレザー化やス

ラックスとスカートを選択でき

るようにする考えはないか。 

教育長 

 

 

２ シカ及びイ

ノシシの被害

対策について 

① シカ、イノシシの被害が深

刻で新たな対策を望む声があ

る。現在の対策及び被害状況は

どうなっているか。また、これ

までの対策の検証結果はどうな

っているか。 

② 耕作放棄地にイノシシが住

み着かないようにするため、耕

作放棄地の管理や整備に補助金

を出す考えはないか。 

③ 捕獲したシカ、イノシシ１

頭につき国、県、町の補助金額

はどうなっているか。また、町

の補助金額を増額し、猟銃を使

用できる人を育成して生業とで

きるように支援する考えはない

か。 

④ 有害鳥獣対策の一環とし

て、中山間地などにおいて、猟

犬を一時的に放すことの可能性

町 長 



－ 36 － 

などを研究する考えはないか。 

⑤ シカ、イノシシの肉をジビ

エ料理に利用できるよう、加工

場整備及び販売等の考えはない

か。 

３ 球磨川流域

の嵩上げ計画

及び補償につ

いて 

① 被災地に住む人、住まない

人、公費解体をすでに終わって

いる人、被災状態のままの家の

人、被災した家のリフォーム工

事をした人、それぞれの人の補

償の条件が違うと不安視する声

がある。嵩上げ条件及び補償は

具体的にどうなっているか。 

町 長 

２ 川尻成美 １ 原油高騰化

に対する町の

支援策につい

て 

長期コロナ禍に加え原油高

騰による住民生活への影響は

深刻な状態である。現在、国

では、自治体が実施する生活

困窮者の灯油購入費助成など

に対して特別交付税の措置に

よって自治体を支援される考

えがあるようである。 

① 原油高騰の状態は暫く続く

と予想されており、住民生活に

及ぼす影響を考慮し、生活困窮

者、農林水産業者及び商工業者

などに対して、いち早く具体的

な支援策を講じる考えはない

か。 

町 長 

担当課長 

  ２ 豊かな海を

守る対策につ

いて 

 

 

令和２年７月豪雨では、八

代海に多くの災害ごみが流れ

込み、深刻な影響が生じてい

る。 

① 現在、漁場の状況を町長は

どのように把握されているの

か。 

② 豊かな海の再生に向けて、

どのような対策を講じる考え

か。 

町 長 

担当課長 
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  ３ 芦北町環境

基本計画につ

いて 

平成22年３月に芦北町環境

基本指針及び基本計画が策定

され、令和２年３月には第２

次芦北町環境基本計画が令和

11年度までの期間として策定

されている。 

① アンケート実施において、

設問４の芦北町環境基本計画に

ついて（Ｐ43）、設問５の芦北

町総合計画について（Ｐ44）内

容を知っているかとの問いに、

知っていると答えた人が回答者

の５％以下である。 

この回答をどう受け止め、対

処する考えか。 

② 循環型社会の推進（意見要

望）（Ｐ52～54）の中でプラス

チックゴミ問題に対する意見が

多くある。 

この意見要望に対し、どう対

処する考えか。 

③ 資料編として、中学生・高

校生アンケートによる問題点と

解決策（Ｐ106～114）が掲載さ

れている。 

このアンケート結果を踏ま

え、学校ではどのような取り組

みを行っているのか。 

町 長 

教育長 

担当課長 

３ 林田燿宏 １ 湯浦地区の

災害対策につ

いて 

令和２年７月の豪雨災害か

ら１年と５か月、異例の速さ

で災害復旧工事が進んでいま

す。特に災害直後、梅雨まで

の間にとスピード感を持っ

て、湯浦川及び橋本川の掘削

工事も目に見えて進んできま

した。そして、被災した住宅

の解体工事もほぼ終わり、地

域の住民の方も一旦落ち着き

が見え始めたように感じま

町 長 

担当課長 
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す。これから、住宅建設など

個人の復興が進められるわけ

ですが、ほとんどの方が、災

害が心配ということで、基礎

土台の嵩上げ工事をされてい

ます。 

湯浦地区は、約1,300年の歴

史ある温泉地です。温泉のあ

るところに家を建てたいとい

う話も聞きます。しかし、湯

浦地区で家を建てようと思っ

ても一度浸水した所には、ま

たいつ災害が来るか分からな

いので不安だという声も聞き

ます。空地対策は、今後の課

題でありますが、湯浦地区

に、現在お住まいの方々が安

心して暮らせるためにという

ことで、今後の湯浦地区の災

害対策についてお尋ねしま

す。 

① 湯浦川改修計画はどうなっ

ているのか。 

② 10月21日、農林水産課か

ら、ため池ハザードマップ作成

のための説明を受けました。主

旨や概要、決壊による氾濫解析

結果の説明などで、それにより

ますと、浸水想定区域図に地域

の避難所や危険個所等を加えた

「ため池ハザードマップ」を作

成し、地域の住民に活用して頂

きたいとのことでした。芦北町

全体でため池は何箇所あるの

か。 

③ ため池の管理はどのように

行っているのか。 

④ ため池ハザードマップとし

ての活用は具体的にどのように
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考えているか。 

４ 楠原清照 １ 令和２年７

月豪雨で発生

した土砂災害

の復旧の現状

等について 

① 令和２年７月豪雨により発

生した災害のうち土砂災害の被

害発生状況及び現在における復

旧の取組状況並びに今後の見通

し等はどうなっているのか。 

ア．砂防事業関係 

イ．急傾斜地崩壊対策事業関係 

ウ．治山事業関係 

町 長 

担当課長 

２ 芦北町コミ

ュニティセン

ターの運営状

況及び自治公

民館の機能や

活動の支援強

化等について 

① 開館１周年を迎えたコミュ

ニティセンターの運営状況はど

うなっているのか。 

② 地域コミュニティの再生に

資するため自治公民館に対し各

種支援を強化する考えはない

か。 

教育長 

担当課長 

３ 国民健康保

険税資産割課

税の見直しの

検討状況につ

いて 

① 令和３年６月定例会の一般

質問で国民健康保険税資産割課

税見直しを提言し、「検討す

る」との答弁だったが、その

後、どう取り組まれたのか。 

町 長 

担当課長 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） おはようございます。 

直ちに本日の会議を開きます。 

寺本修一君及び岡部君から欠席届が出ております。 

本日の日程は議席に配付しております議事日程のとおりであります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１ 陳情第９号 大関山風力発電建設計画に関する陳情について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１、陳情第９号「大関山風力発電建設計画に関する陳情

について」を議題とします。 

本案については、定例会初日に文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、

委員長に審査の経過及び結果の報告を求めます。林田文教厚生常任委員長。 

○文教厚生常任委員長（林田燿宏君） おはようございます。 

文教厚生常任委員長報告を申し上げます。 

本定例会初日に当員会に付託されました陳情第９号、大関山風力発電建設計画に

関する陳情につきましては、１１月３０日に審査を行いましたので、その結果を御

報告申し上げます。 

今回の陳情の趣旨は、大関山の計画されている大型風力発電が建設されると、水

源や希少動物の生息等、大関山の豊かな自然環境が維持できなくなる恐れがあり、

土砂崩れ等の防災面についても不安があるため、大関山風力発電計画の中止を求め

る運動の活動を御理解いただき、支援してもらいたいというものです。 

まず、陳情の件について、本町における当計画の概要及びこれまでの経緯、今後

の予定等を確認した上で審査を行いました。 

委員からは、建設予定地の現地調査や事業者等の関係者から計画の内容を十分聞

いた上で判断する必要があるため、継続した審査が適当であるという意見や、この

計画は本町だけでなく、隣接する水俣市や球磨村にも関係があるので、関係自治体

の動向等も確認する必要があり、時間をかけて慎重に審査すべきであるとの意見が

あり、採決の結果、全会一致で継続審査とすべきものと決しました。 

以上で、文教厚生常任委員長報告を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 委員長報告が終わりました。 

これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

委員長報告は継続審査であります。委員長報告のとおり継続審査とすることに御

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、陳情第９号は委員長報告の

とおり、継続審査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２ 一般質問 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２「一般質問」を行います。 

質問通告者は４人です。 

通告書をお手元に配付しております。 

質問時間は、従来どおり、補助質問を含めて３０分以内に制限します。 

それから、一般質問は通告制であります。質問に関連して求める関連質問は許可

しません。質問に当たっては、通告内容に基づいた質問をされるよう求めます。 

なお、執行部の答弁も明快かつ簡潔に願います。 

それでは、順番に発言を許します。 

初めに、坂本君。 

○４番（坂本 登君） 皆さん、おはようございます。 

日本共産党の坂本登です。 

議長の許可のもと、３項目についてお聞きをいたします。 

まず１、教育環境の整備についてお聞きいたします。 

①以前の一般質問で問題提起し、提案していた小中学校のトイレ洋式化の割合は

現在どうなっていますか。また、トイレ洋式化の計画はどうなっていますか。 

②田浦小学校の外壁改修を望む町民の声があります。改修の考えはありませんか。 

③小中学校において、経費削減につながると思われる照明器具をＬＥＤ化する考

えはありませんか。 

④中学校生徒の多様な感性を重視し、制服のブレザー化やスラックスとスカート

を選択できるようにする考えはありませんか。 

２番目の質問を行います。２、シカ及びイノシシの被害対策についてお聞きしま

す。 

①シカ、イノシシの被害が深刻で、新たな対策を望む声があります。現在の対策

及び被害状況はどうなっていますか。また、これまでの対策の検証結果はどうなっ

ていますか、お答えください。 
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②耕作放棄地にイノシシが住み着かないようにするため、耕作放棄地の管理や整

備に補助金を出す考えはありませんか、お答えください。 

③捕獲したシカ、イノシシ１頭につき国、県、町の補助金額はどのようになって

いますか。また、町の補助金額を増額し、猟銃を使用できる人を育成して生業とで

きるように支援する考えはありませんか、お答えください。 

④有害鳥獣対策の一環として、中山間地等において、猟犬を一時的に放すこと等

の可能性等を研究する考えはありませんか、お答えください。 

⑤シカ、イノシシの肉をジビエ料理に利用できるよう、加工場整備及び販売等の

考えはありませんか、お答えください。 

次に、３番目の質問を行います。球磨川流域の嵩上げ計画及び補償について、お

聞きいたします。 

被災地に住む人、住まない人、公費解体を既に終わっている人、被災状態のまま

の家の人、被災した家のリフォーム工事をした人、それぞれの人の補償の条件が違

うと不安視する声があります。嵩上げ条件及び補償は具体的にどうなっていますか。 

３項目について、それぞれお答えください。 

以上で、本壇からの質問を終わります。再質問は質問席から行います。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君の１回目の質問が終わりました。答弁を求めます。竹﨑

町長。 

○町長（竹﨑一成君） おはようございます。 

坂本議員の質問にお答えいたします。 

質問の主題２のシカ及びイノシシの被害対策につきましては、農林業の振興を図

る上におきまして、大変重要な課題であると認識しております。町の総合計画の施

策にも掲げております。 

また、今年８月からは有害鳥獣対策のための選任として地域おこし協力隊員を配

置しておりまして、さらなる対策の強化と効果的な施策の検討を進めているところ

であります。 

なお、具体的な内容及び残余の質問につきましては、担当課長から答弁させます。 

○議長（宮尾秀行君） 岩田教育長。 

○教育長（岩田繁義君） 主題１の①について、お答えいたします。 

現在の児童生徒用及び教職員の学校トイレの洋式化率は４２.７％となっており

ます。学校のトイレは、子どもたちの学校生活の中で何度も利用する大切な設備で、

より良い環境を整えることにより、豊かな空間づくりになるほか、様々な感染症を

防ぐことにもつながります。洋式化への改修により、子どもたちにとってもトイレ

を我慢することが減り、学習に集中できる等の効果も期待できます。 
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このようなことから、本町におきましてもトイレ洋式化については次年度以降、

中学校から順に２箇年で改修するよう計画をしているところでございます。また、

改修については、昨年度実施しました児童生徒アンケート結果により、和式トイレ

も一部残してほしいとの声があったため、改修後の洋式化率は７１.１％となる見

込みです。なお、改修には多額の費用を要しますので、国庫補助事業を活用しなが

ら整備してまいります。 

②、③は関連しますので、併せてお答えします。 

田浦小学校については、昭和５４年に建築され、４２年が経過しております。平

成２２年度に耐震改修工事を行っておりますが、今年度、外壁だけではなく、校舎

全体の劣化状況や改修に必要な工事費積算の調査、設計の委託を行ったところでご

ざいます。 

また、学校施設照明のＬＥＤ化につきましては、ＬＥＤ化を行うことにより、電

気料金が削減されるほか、近視予防や学習効果の向上も期待できることから、既に

全校のＬＥＤ化に向けての調査、概算工事費の積算を行ったところでございます。 

質問①でもお答えしましたとおり、教育環境の整備には多額の費用が発生してま

いります。いずれの事業も国庫補助の対象となりますので、積極的に国に要望して

まいりたいと思っております。 

④について、お答えいたします。 

現在、芦北町の中学校制服は、男子は学生服、女子はセーラー服等となっていま

す。教育委員会といたしましては、生徒や保護者の意見を聞きながら、制服のブレ

ザー化だけではなく、頭髪等を含め、生徒の多様性を重視したものになるよう、見

直し等を提案、協議していきたいと考えているところでございます。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） 質問の主題２の①の質問について、お答えいたします。

有害鳥獣対策につきましては、捕獲、防護等の観点から各種対策を実施しています。

捕獲については、年間を通して猟友会やＪＡ等と連携した猟銃とわなによる駆除を

実施しておりまして、狩猟期間においても地域の状況、要請等によって、随時、必

要な捕獲を実施する等、有害鳥獣の増加防止に努めるとともに、猟友会の活動を助

成するため、熊本県の鳥獣被害防止総合対策事業による１頭当たりの捕獲補助と併

せ、芦北町有害鳥獣防止等対策事業による捕獲単価の上乗せや、わな購入に係る経

費の２分の１の補助を行っております。 

また、防護につきましても、イノシシ、シカ等の農地等への侵入を防止するため、

防護柵の設置に係る経費の２分の１を補助し、農作物被害を抑止するための対策を

講じております。 
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被害状況につきましては、ＪＡ及び農業共済への聞き取りにより、イノシシとシ

カによる令和２年度の被害額は約１,７００万円となっております。農作物の被害

といたしまして、水稲、果樹、野菜等がありますが、中でもシカによる柑橘類への

被害が最も多い状況です。 

次に、②の質問について、お答えします。芦北町耕作放棄地解消促進事業としま

して、耕作放棄地の整備に対する補助を行っております。また、中山間地域直接支

払制度により、草刈り等の農地管理を補助の対象とし、耕作放棄地にイノシシが住

み着かないための対策を講じております。 

次に、③の質問について、お答えします。捕獲補助金につきましては、県の鳥獣

被害防止総合対策事業を活用し、イノシシ成獣７,０００円、幼獣１,０００円、シ

カ７,０００円の補助があります。また、町の上乗せ補助として、イノシシ５,００

０円、シカ５,０００円の補助を行っております。昨年度の実績では、多く捕獲し

ている人の平均でも３０頭程度です。補助金を増額することで、どれほどの捕獲が

増えるかを検討する必要があると思いますが、現状では補助金を増額した場合でも

捕獲に対する補助金で生計を立てるのは厳しいのではないかと考えております。 

また、狩猟者の育成につきましては、銃及びわな免許取得等に対する補助を実施

し、有害鳥獣対策に取り組む人材の確保を図っておりまして、令和２年度は銃の免

許取得１件、わな免許取得１０件、箱わな購入４件の助成を行っております。 

次に、④の質問について、お答えします。長野県大町市等では、サル被害を軽減

するために犬に訓練を行い、サル追いを行うモンキードックとして導入し、訓練費

用の一部を助成しております。しかし、猟犬を放すことによって、家畜やほかの飼

い犬がかまれる等の事故や、猟犬の確保等、様々な課題がありますので、現在のと

ころ考えておりません。 

次に、⑤の質問について、お答えします。シカ、イノシシの捕獲後の利活用は、

資源循環等の面からメディア等で取り上げられることが多くなっておりまして、手

段の一つではあると考えられますが、販売流通網や供給網の確保、品質を保持でき

る捕獲者の確保、また食肉処理が持続可能になる体制づくり等、現実的な課題も報

告されておりますので、現在のところ、加工場整備等の計画は考えておりません。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） 質問の主題３について、お答えいたします。９月に開

催しました宅地嵩上げ事業に関する説明会における国交省からの説明内容により、

お答えいたします。 

まず、嵩上げ条件についてでございますが、宅地嵩上げ事業は氾濫の危険性があ
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る集落等に住む人の生命や家屋等の財産を守り、継続してその地区に安心して住め

るようにすることを目的としております。従いまして、河道掘削や遊水池等の治水

対策をとった上で求めた水位の高さまで嵩上げするもので、従前の居住地で再建の

意向がある家屋について宅地嵩上げを実施いたします。 

次に、補償についてですが、建物本体の嵩上げについては、建物移転料として建

物の嵩上げ費用、または現在価値を考慮した上で補償が行われます。また、個別の

実状に応じて、工作物移転料、立竹木補償、動産移転料、仮住居等補償金、移転雑

費補償金等の補償を受けられるとの説明があっております。 

御質問の町民の不安な気持ちは我々も十分理解しているところです。引き続き、

町民の気持ちに寄り添いながら取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） まず、教育環境整備について、再質問をいたします。 

ちょっと聞こえづらかったのでメモミスで、洋式化率をもう一度お願いします。 

○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） お答えいたします。 

現在の学校の洋式化率につきましては４２.７％でございます。それから、改修

後の洋式化率につきましては７１.１％でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） ありがとうございます。 

今、答弁で、小中学校トイレ洋式化について、現在４２.７％、改修後の洋式化

率が７１.１％とお答えになりました。 

そこで、担当課長にお聞きいたします。現在の和式トイレから洋式トイレの改修

だけを考えての数字なのか。トイレには小便器もあるし、手洗場等、トイレ全体の

計画はどうなっていますか、具体的に分かりやすくお答えください。 

○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） 改修の概要ということで、お答えさせていただきたいと思

いますが、改修の内容につきましては、まず大便器の一部を除いて洋式化をいたし

ます。洋式化の便器につきましては、ウォシュレットを考えております。それから、

小便器や手洗いにつきましては、感染症予防の観点からセンサー式に整備をしたい

と考えております。 

また、床につきましては、入り口部分の段差を改修しドライ式とし、照明につき

ましてはＬＥＤ化の計画をしているところでございます。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 手洗い場は感染症、今、まさにその予防という形で具体化され
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る計画で、センサー式というのには驚きましたというか、良いことだなと感心しま

した。是非進めていただきたい。 

あと、②の田浦小学校の外壁の改修、また③の小中学校の照明ＬＥＤ化について、

調査を行い、教育環境の整備には多額の費用がかかるため、積極的に国に要望して

いくと、教育長がお答えになりました。 

そこで、担当課長にお聞きします。調査の結果、多額の費用はどれくらいの費用

になるのか、また外壁改修及び照明のＬＥＤ化の計画はどのように進める考えです

か、こちらも具体的に、分かりやすくお答えください。 

○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） お答えいたします。 

概算でですね、田浦小学校の外壁の改修工事につきましては約６,２５０万円、

小中学校の照明のＬＥＤ化につきましては約１億５,７００万円を見込んでいると

ころでございます。 

整備計画につきましては、先ほど教育長からもありましたけれども、財源のこと

もありますので、財政当局と協議を行いながら、国の補助事業を活用し、できるだ

け早く整備したいというふうに考えております。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 私が想像していた以上に予算が、金額がかかるなと今率直に思

いました。これに外壁が６,２５０万円、あとＬＥＤ化が１億７,０００云々と、こ

れにトイレも入れたら相当の金額で、これは相当やっぱり国の施策等々、御存じの

ことですけど、あらゆる補助金とか、そういった国の支援を活用して、是非実行で

きるようにしていただきたいと思います。 

④中学校の制服について、先ほどの答弁で生徒の多様性を重視し、見直し等提

案・協議していきたいと、教育長がお答えになりました。非常に前向きな良い答弁

だと思いました。私事で何なんですが、私は５０年前、佐敷中学校に入学しました

が、当時の制服のデザインと現在の制服のデザインは同じで変わっていません。そ

の前から変わっていないのではないかと思っています。田浦中学校、湯浦中学校に

おいても、見直しを提案・協議する前に、現在の制服のデザインが何年前から使用

されているのか調査をしてください。 

今回の教育環境の整備について、①から④まで、全体的に前向きな答弁をしてい

ただきました。そこで、教育長にお聞きをいたします。今回の質問は町民からの声

をもとに提案しました。田浦小学校の外壁改修の要望は、昨年の町長選挙で前田候

補が問題提起され、田浦地区以外の町民にも外壁の実状を知ることとなりました。

生徒の安全を考え、どうにかしてほしいという声は、田浦にお住まいの教育長の耳
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にも届いていたと思います。また、トイレ洋式化、照明器具のＬＥＤ化、制服をブ

レザー化し、スラックスとスカートの選択制等、今回の質問は町民の不安な声や要

望である４つの問題提起に対して、前向きに答弁をしていただきました。それぞれ

の計画及び提案を分かりやすく町民に周知徹底して、町民の不安を解消し、生徒児

童が安心して学び、成長できる教育環境を整えていただきたい。教育長の見解を最

後にお聞かせください。 

○議長（宮尾秀行君） 岩田教育長。 

○教育長（岩田繁義君） 大変ありがたい提案をいただきました。本当にありがとうご

ざいます。 

本日の質問の主題、教育環境の整備につきましては、子どもたちが安全で安心し

て学習できる環境の整備として当然のことだと思っております。また、この課題に

つきましては、近々のやはり課題であるということも認識しているところでござい

ます。 

また、町内各小中学校の施設も老朽化が進んでいることも認識しているところで

ございます。このことから、教育委員会といたしましては、芦北町総合計画や教育

大綱の基本施策の一つとして、学校施設等の整備を掲げ、計画的に改修工事を進め

ているところでございます。 

しかし、何遍も答弁させていただいておりますけれども、施設改修には多額な費

用が必要になるため、国の補助制度等を活用しながら計画的に進めてまいりたいと

いうことで考えているところでございます。 

また、議員が取り組まれておりますジェンダーの問題については、避けて通れな

い問題ということで認識しております。今後、学校現場や児童生徒、保護者等の意

見を伺いながら取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 教育長から、ジェンダーの問題は避けて通れない、多様性のこ

とを理解していただき、本当に心強い気持ちがいたします。是非ですね、計画どお

り進むように、進めていただきたいし、町民の不安な気持ちを解消するのには、そ

の計画をやっぱり知ってもらうというか、不満ばっかり言われる方も多いんです、

どうなっとるんだと。そうじゃなくて、今言われたようなことを周知徹底すること

で、あっ、やってくれるんだというので、安心感につながると思いますので、その

ようにお願いしたいと思います。 

次に、耕作放棄地の管理や整備について、２回目の質問をいたします。これまで

いろんな施策を打ってきて、十分そのことは私も承知した上で、この問題を今回提

案しているんです。そこで、住民の声を紹介いたします。「耕作放棄地の持ち主の
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高齢化や地元にいない等、様々な理由により管理・整備ができなくなってきている。

耕作放棄地が荒れ果て、茂みとなり、原野と里山及び住宅地の境目がなくなり、イ

ノシシの住処になっているところもある。日中にもイノシシ、シカに出くわす人が

増えている。中山間地に限らず、計石の造成地の農家３人の方から、我々が耕作放

棄地の管理・整備をするから、補助金を出して支援してほしい。」という声です。 

担当課長にお聞きします。先ほどの答弁で、耕作放棄地の整備に対する補助を行

っている、また草刈り等の農地管理を補助の対象とし、対策を講じていると答弁さ

れました。今、紹介した中山間地に限らず、我々が耕作放棄地の管理・整備をする

から、補助金を出して支援してほしいという声に、答弁で言われた事業は対象とな

りますか。具体的に分かりやすくお答えください。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） 坂本議員の御質問にお答えします。 

まず、耕作放棄地解消事業につきましては、自己所有地以外の耕作放棄地の解

消・復元に対して、その経費の一部を補助する制度でございますので、対象になり

ます。補助金額につきましては、県補助が１０ａ当たり３万円、町の補助が重機を

用いない場合、１０ａ当たり２万円、重機を用いた場合が３分の１補助で、上限１

０万円等の補助になります。 

また、御質問の計石地区とは異なりますが、答弁で申し上げました中山間地域直

接支払制度による管理につきましては、指定地域全体で取り組む農地の管理に支払

う交付金でございますので、個別の農地に対する補助ではございませんが、地域で

農地を耕作放棄地にしないための草刈り等、適正に管理することで交付の対象とな

りますので、有効的に活用いただければというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 計石の農地については、個人の支援ではなくて、地域の支援と

して対象になるということで理解してよろしいですか。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） 中山間地域以外で取り組まれる、中山間地に該当しな

い地域につきましては、個別に実施される事業に対して支払う補助金でございます

ので、地域ではなくて個人に支払う交付金として対象になるということでございま

す。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 個人としてでも支援ができるということですね。はい。それは

本当に喜ばしいことだと思います。申請の方法とか、そういったのは農林課のほう
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が窓口なんでしょうか。例えば、今はもう街部でも何でも目撃されるし、被害は増

えていますので、これは中山間地の話だけじゃないものですから、そういった高齢

であったり、その地域にいない持ち主のところを、自分たちが草刈りしたり、見通

しのいいようにすると。それで自分の農地を守るという今度の声だったんですよね。

そういう人たちが申請するときに、この補助金をどういうふうな形で申し込めばい

いんですか、そこを教えてください。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） 耕作放棄地解消事業につきましては、農業委員会のほ

うが窓口となっておりますので、そちらのほうで受付を行います。 

それと、条件といたしまして、営農を目的といたしました耕作放棄地解消事業と

いうことになりますので、そちらのほうが補助の条件というふうになってくると思

います。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 農業委員会のほうにあるということで、僕も相談者にはそのよ

うにお伝えしたいと思います。 

次に、③町の補助金を増額し、猟銃を使用できる人を育成して、生業とできるよ

うに支援する考えはないか。④有害鳥獣対策の一環として、中山間地等において猟

犬を一時的に放すこと等の可能性を研究する考えはないか。⑤シカ、イノシシの肉

をジビエ料理に利用できるよう、加工場整備及び販売等の考えはないか。この３つ

の質問については、それぞれに現在のところは計画は考えていないという答えでし

た。残念な答弁です。中山間地だけでなく、中心部を含め、町内全域にシカ、イノ

シシの目撃情報があり、被害も広がっています。いつ人命に関わる重大事故や被害

が起こってもおかしくなく、十分想定できます。このシカ、イノシシ対策の問題提

起は、今後も避けて通れない重要な課題です。被害に遭った人、なかった人、また

有害鳥獣捕獲に関する全ての人の知恵と力を借りて、対策を講じるべきです。 

町長にお聞きいたします。町長も有害鳥獣対策問題は重要な課題とお答えになり

ました。町長は猟友会のメンバーでもあり、この問題の深刻さは誰よりも御存じだ

と思います。また、研究もされてきたと思います。今回、私は住民の声を聞き、そ

の声をもとに有害鳥獣対策の一環として提案させていただきました。自治体の使命

は住民の声をよく聞き、様々な不安を軽減し、住民の暮らしの安心・安全を守るた

めに具体化することです。現在のところ、考えていないという答弁ではなく、せめ

て前向きに検討して取り組んでいきたいと答えてほしかったです。町長の見解をお

聞かせください。 

○議長（宮尾秀行君） 竹﨑町長。 
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○町長（竹﨑一成君） 現在のところ、考えていないが、検討中であることは疑いのな

いところであると御理解いただいておると思います。これは全国的な問題でありま

してね、しかももう古くて新しい問題でもあるわけで、これというですね、決定打

をもう国も持たないし、県も持たないし、町も持たない。関係者の方々がですね、

そういう状況下の中で、いろんな手を尽くしております。そういう中で現状打開策

の一つとして、地域おこし協力隊員を募集しまして、それでもう選任でやっていた

だくということになります。現在ですね、いろんな状況をですね、現地を踏査しな

がら対策を講じていく。そして、今後はＡＩの活用であるとか、幸い芦北町には旧

計石小学校跡にＩＣＴの関連企業もどんどん進出してきておりますので、そういっ

た方々のですね、切り口をまた変えたところの取組も含めてですね、対応してまい

りたいなと思います。 

それと、狩猟免許の取得につきましてはですね、課長からも申し上げましたが、

免許を取る際の補助も行っております。これは銃もそうでありますし、わなもそう

であります。それと、また農家の皆さん方の独自の基本的な対策といたしまして、

フェンスの設置であるとか、あるいは電柵の設置、これらもですね、もう常に申請

があっておる状況であります。大変ですね、もう課題が多いし、悩ましい問題でも

ありますけども、今後とも精力的に取り組んでまいりますので、いろんな知恵があ

ったら、また御提言いただきたいと思います。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） もう私が言うよりも、もう町長のほうが大ベテランであります

し、この実状にはもう本当に自分自らが携わっておられるので、これまでの前提な

しにですね、また新たな何かないのかと、今おっしゃられたことをもう是非取り組

んでいただきたいと思います。 

最後に、球磨川流域の嵩上げ計画及び補償について、再質問をいたします。地区

に安心して住めるようにすることが目的というふうにお答えになりました。そこで、

住民の声、不安な気持ちを紹介いたします。「私は国交省の説明を聞いて納得がい

かないことがあります。嵩上げの高さが去年の７月豪雨災害の推移の高さの半分ぐ

らいで不安です。川辺川ダム等の対策をすることが前提と思うが、以前も川辺川ダ

ム建設前提に嵩上げをしてもらった家が屋根まで水没した。また、ダムが完成する

までに線状降水帯が連続発生し、豪雨により球磨川の氾濫が起こらない保証はない

でしょう。ダムやほかの対策を全部出来上がるのは何年先のことでしょうか。それ

までに７月豪雨並みの、また以上の雨が降らないということは誰にも言えないと思

います。」というような不安な声です。 

もう一人方は、「公費解体を申し込み、既に更地になっている方です。国交省の
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説明では、宅地嵩上げの際、被害を受けた家の現状の資産価値に対して補償金が出

るが、既に更地のところには補償金はないという説明を受けました。嵩上げ計画が

川辺川ダム建設ありきで、ある程度、建設の目途が立ってからの災害から１年たっ

てからの説明では遅すぎます。建物の資産価値に補償金が出ると分かっていたら、

公費解体は申し込まなかった。」という悔やむ声です。 

あと一人紹介いたします。高齢者の方です。「国交省の話は私は直接聞いていな

いが、村の人から聞いた話だと、家の解体も土地の嵩上げも国がしてくれるという

ことだけど、ありがたい話だけど、この歳でお金を借りて家を建てるのに不安があ

るし、また借りられても返済できる自信はない。どうすればいいのか分からない。」

という不安な声です。 

町長にお聞きをいたします。球磨川流域の嵩上げ計画及び補償は国の事業です。

肯定的に捉える地域住民もいることは十分知っています。その上で、今、御紹介し

た住民の不安な声の方もいるのは事実です。この人たちのような国に直接言えない

ような小さな声にこそ、町は寄り添い、親身になって直接対話して要望を聞いてい

ただきたい。そして、町独自にできることはないのか、知恵を大いに絞っていただ

きたい。また、町民の小さな声であっても、国に是非伝えていただきたい。町長の

見解をお聞かせください。 

○議長（宮尾秀行君） 竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） 寄り添うというのは、まさにそのことであろうと思っておりま

すので、今後もそういった皆さん方のお声を聞く中でですね、しっかりと私も伝え

てまいりたいし、行動してまいりたいと思っております。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 往々にですね、他自治体、いろんなところがありますけど、私

はいろんな県内の自治体の一般質問を傍聴に行ったりして学んでいるんですけれど

も、どうしても国の方向を見て、住民の方向というか、住民が主体の要望が実行さ

れるというところが少ないように感じています。しかし、我がこの芦北町の町長は

ですね、やはり提案に対して真摯に受け止めていただいて、実行・決断、このスピ

ードには本当に驚かされる部分も多々あります。だから、相手が国になりますので、

もう町長の力を大いに発揮していただいて、今度は親友とまでは知りませんけれど

も、長いお付き合いの金子さんは、総務大臣に就任されておりますので、もう是非

とも防災のほうの予算等獲得に全力を挙げて、町民の暮らしを守っていただきたい

と考えております。 

ちょっと時間もありますけれども、これで私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君の質問が終わりました。 
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次に、川尻君。 

○１２番（川尻成美君） おはようございます。 

２番目の質問者であります。 

師走に入りまして、めっきり冷え込んでおります。早く開催されましたのでです

ね、今日で終わりでございますけども、時間いっぱいよろしくお願いしたいと思い

ます。 

今定例会においては、通告しております３つの問題について質問をいたします。 

１つは原油高騰化に対する町としての支援策について、２つに豊かな海を守る対

策について、３つに芦北町環境基本計画についてであります。 

まず、第１の原油高騰化に対する町の支援策について質問します。長引くコロナ

禍に加え、原油高騰による住民生活に対する影響は深刻な状況であります。１１月

１２日の報道では、閣議後、記者会見されました金子総務大臣によりますと、自治

体が実施する生活困窮者の灯油購入助成等に対して特例交付税の措置を講じると発

表、また松野官房長官は国民生活や経済活動に支障が生じることのないよう、万全

を期す必要があると力強く強調しておられました。また、農業や漁業、運送業等の

影響を受けている業界や、自治体向けの支援策を検討し、経済対策に盛り込む方針

を会見されております。 

そこで、原油高騰化の現状はしばらく続くものと予想されます。住民生活に及ぼ

す影響を考慮し、生活困窮者、農林水産業者及び商工業等に対して、いち早く町と

して具体的な支援策を講じる考えはないものか、町長に質問します。 

第２の質問は、豊かな海を守る対策についてであります。令和２年７月豪雨では、

八代海に多くの災害ごみが流れ込み、深刻な影響を受けております。現在、漁場の

状況を、町長はどう把握されておられるか、まず１点目の質問であります。 

２点は、八代海、特に芦北海岸部の豊かな海の再生に向けて、どのような対策を

講じる考えなのか質問いたします。 

第３の質問は、芦北町環境基本計画についてであります。これが昨年３月に発刊

された冊子でございます。この質問は第２の質問に関連いたしますけども、この環

境基本指針や基本計画に基づいて質問をいたします。平成２２年３月に芦北町環境

基本指針、それと及び基本計画が策定されております。これが１０年前のやつです。

そして、今回、先ほど皆さんに見せました、令和２年３月には第２次芦北町環境基

本計画が令和１１年度までの期間として策定されております。この計画書の中には、

町民の多くの声が反映されております。 

そこで１点は、アンケート実施において、設問４の芦北町環境基本計画について、

４３ページ、設問５の芦北町総合計画について、４４ページに記載してありますよ



－ 53 － 

うに、内容を知っているかという問いに対し、知っていないと答えた人が、回答者

１６９名中、５％以下でありました。大変驚きましたが、また知らないが、興味が

あるという回答は９７％から１００％であったわけであります。これに対し、町長

はどう受け止めておられるのか、まずお答えをいただきたい。 

２点目は、循環型社会の推進、意見・要望のところでありますが、５２ページか

ら５４ページの中で、プラスチックごみ問題に対する意見が多く寄せられておりま

す。この意見・要望に対して、どう対処される考えか質問します。 

３点は、資料編として、中学校・高校生によりますアンケートでは、問題点と解

決策ということで、１０５ページから１１４ページに掲載してありますが、このア

ンケート結果を踏まえて、学校はどのような取組を行って、現在おるのか、教育長

に質問をいたします。また、行政としてどのような対応を今後されるのかも、同じ

く質問するものであります。 

以上、質問いたしましたが、誠に現実に直面した問題であり、町民の声でありま

す。着実に対処されるべきことと私は思い、町民の代弁者として、この場に立って

質問をしております。町民の声を伝え、そして良い答弁がなされることを期待申し

上げ、登壇しての１回目の質問を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻議員、今、１回目の質問で原油高騰対策に対する町の支援

の中で、「特例交付金」という発言がありましたので、「特別交付税」に訂正いた

します。 

川尻君の１回目の質問が終わりました。答弁を求めます。竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） 川尻議員の質問にお答えをいたします。 

質問の主題１の原油価格の高騰につきましては、御案内のように、現在のところ、

高止まりを見せておりますが、先行きは不透明な状況であります。原油高騰は燃料

価格のみならず、食料や生活用品、原材料の価格上昇にも影響することが懸念され

ますので、町民の生活や農林水産業、商工業等の産業への影響を注視しているとこ

ろであります。 

国の原油高騰への対応につきましては、１１月１９日に閣議決定された経済対策

の中で、産業への支援や燃油の小売価格の急騰を抑制する措置のほか、地方公共団

体が実施する原油価格高騰対策に対し、特別交付税を措置すること等が示されてお

ります。御質問のとおりであります。 

しかしながら、具体的な支援策、また特別交付税の措置につきましては、いまだ

詳細が示されておりません。従いまして、今後、国の動向を見ながら、県をはじめ

とする関係機関とも連携を図り、検討をしてまいりたいと考えております。 

次に、質問の主題２の①について、お答えいたします。昨年の豪雨による漁場の
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状況につきましては、土砂堆積や藻場の流出等によって、環境が著しく変化してお

りまして、漁場に与える影響について、大変憂慮しております。これは先般、漁協

長ともお会いして、それぞれ意見を交換したところであります。漁場の改善のため

には、今後も引き続き、県や漁協と連携して取り組むことが重要であると考えてお

ります。 

詳細及び残余の質問につきましては、担当課長から答弁させます。 

○議長（宮尾秀行君） 岩田教育長。 

○教育長（岩田繁義君） 質問の主題３の③について、お答えいたします。学校では、

第１次芦北町環境基本計画の策定の前から、各学校が作成した環境教育全体計画及

び年間計画に則り、教科や学校行事と関連をつけ、環境保全活動や環境問題につい

て取組を行っているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） 質問の主題２の②について、お答えいたします。豊か

な海の再生につきましては、これまでも海底の耕耘、漁礁の造成、稚魚の放流、浮

遊ごみの回収等を実施しております。今年度におきましては、新たに海底調査を行

いまして、耕耘実施前後の状況と検証することとしております。豊かな海は町単独

でつくれるものではございませんので、町の取組に加えまして、県、沿岸自治体、

河川上流地域と連携した取組が必要になってまいりますので、関係団体との連携を

さらに強化し、実効性のある取組が実施できるよう推進してまいります。 

○議長（宮尾秀行君） 福井住民生活課長。 

○住民生活課長（福井成昭君） 質問の主題３の①について、お答えいたします。環境

基本計画及び総合計画の内容を把握している方につきましては、少ないというふう

に受け止めております。計画の作成に当たりましては、今回のアンケート結果を基

に、町民の環境に対する意識を把握し、回答いただいた意見等を取り入れながら政

策に生かしているところであります。今後も、環境保全活動への取組の推進や広報

並びにイベント時のＰＲ等で啓発を図っていきたいというふうに考えております。 

次に、②についてお答えいたします。アンケートでは、プラスチックを捨てない、

回収率を上げる、商品自体のプラスチック製の包装を減らす等の意見がありました

が、町では既に２２種類の分別収集を行っており、プラスチック製品につきまして

も、ペットボトル、ペットボトルの蓋、白色トレイ、発泡スチロール、その他のプ

ラスチック等に分けて回収し、リサイクルに努めているところであります。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 
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○１２番（川尻成美君） それでは、第１の質問からいきたいと思います。私もメディ

ア等で、いつ具体策が国が示されるのかなというふうに興味をもっておりました。

この大臣の発言等を期待しておりましたけども、具体策が、町長も申し上げられま

したように、まだ示されていない。もうだいたい構想はあるのかなというふうには

感じていますけども、要するにもうぶら下げておられますので、特別交付税で施策

を打つと返ってくるというに理解しますので、いち早く町として構想を練ってされ

てもいいのではなかろうかというふうに、私は思ったものですから、こういう質問

をしたんですけども、具体策が出てから、どこでも自治体はやりますので、その前

に手を打つというのは、一つの早い道、町民に対しての、いろんな企業への施策の

一つだと思いますが、町長、いかがですか、早く構想を練られたほうがいいと思い

ますが。 

○議長（宮尾秀行君） 竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） 担当各課はですね、国・県の動向を見るといいましたものので

すね、いろんなことは想定してですね、どうするかということは常に検討をしてお

るのは事実であります。そして、緊急の際にですね、財政出動等も考えられるわけ

でありますけども、これが付け焼刃程度で終わるとですね、愚策というですね、ま

た批判をですね、受けることもございます。今はですね、まだ農協、森林組合、漁

協、商工会、各種団体、まだ一切そういうですね、に関連する相談はあっておりま

せんが、今、会うたびにですね、このことは困ったものだということは言っており

ますが、まずは国・県の施策と整合を保つようなですね、政策を打っていかなけれ

ばいけませんので、もう十分気持ちは一緒でございますので、そのように御理解を

いただいておきたいと思います。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） コロナ禍の中で生活に困っている方が非常に多いのは、もう

現実でありますし、輪をかけまして、原油の高騰という話で、１５円上がっており

ますし、冬場になりましてですね、灯油等ももう同じくそうでありますし、特にハ

ウス農家等は灯油を炊きますので、非常にダメージが多い。新聞の１面にも４業界

あたりが悩みを訴えられておったのが印象深いわけでございます。そういうことで、

担当課、いろいろこういう方法がいいんじゃないかと。要するに、効率良い施策と

いうのを知恵を出せばあるのではないのかというふうに、私は思っておりますので、

愚策ということの言葉をされましたけども、多分、しかし公平さがないと駄目であ

りますし、そういうところで知恵を絞ってですね、いち早く年内に何かですね、施

策が見いだせれば幸いかなと思いますので、期待しておりますので、よろしくこれ

はお願いしたいというふうに思います。 
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次に、豊かな海を守るための施策ですけども、去年できましたこの基本計画、そ

の前に環境基本条例というのがありますし、美化条例というのも芦北町は作ってあ

りますけども、これにアンケートを取るということは明記してありまして、このア

ンケートが非常にやっぱり町民の声として痛烈に、やっぱり響いているわけであり

ます。このことを一歩一歩前進して解決していくことが町民の願いであろうと。そ

の代弁者が私たちですので、先ほど坂本議員もイノシシ、シカの問題、これにも常

に書いてありますけども、私はこういう海のほうの環境という形に特化して御質問

するわけですけども、はっきり言って、川等は目に見えているものですから、工事

が進んだなというふうに受け取られます。早いほうで、芦北町はありますので、大

分進んでおりますけども、海のほうは１回要望して、県と農林水産課のほうが、県

の担当、振興局の担当を同行して、私の船を出しまして、干潮時期に見て回って、

あの５ｍも６ｍもある大きな流木が沈んでいるのを目の当たりにして、１回、台船

で揚げたんですけども、まだまだ３分の１も取ってなくて、全然網を仕掛けられな

い状況なんですね。だから、早くやっぱりやってもらえればいいんですけども、そ

の点をやっぱり急ぐ、優先順位を付けまして、町単独ではできませんので、できれ

ば一番いいんですけども、県との協議、先ほど言われましたけども、それが一番か

なというふうに思います。 

豊かな海というのはどういうことかというと、やっぱり稚魚が生息して育って大

海に出るということの漁場でありますし、この佐敷川、湯の浦川の合流地点のこの

沿岸は、非常に芦北高校生と研究の団体と、藻場がやっと育成されてですね、非常

にいい状況だったんですよ。それがこういう豪雨によって全滅という形でですね、

あったものですから、すぐさらえればいいという問題じゃありませんし、その点を

長期計画を立てて町と県と協議する、そういう考えからスタートしていただければ

なと。除去するのはもうできますけども、県の担当局、振興局の係長も一緒に同行

しておりますので、十分わかっておられると思いますので、いち早くそれをやって

もらいたいというふうに思います。竹﨑町長も何回か、この海岸、そういうので遊

んだりとか言われたこともありますし、昔はエゴという形で、ナベノツルまで船が

行きよったんですよね。そして、藻がものすごくあって、そういう状況でありまし

たけども、もう１ｍ以上堆積していると思うんです、前とすれば。１ｍ以上でしょ

うかね。そして、だんだんだんだん河川の泥等で堆積して、もう海が短くなってい

るのはもう干潮時期に行けば分かるわけでありますので、私も趣味のほうで家督あ

りますので、親父が揚がった船で漁をたまにはやっておりますけども、もうそれが

非常に悲しく思われております。農業だと、種まいてすれば、半年ぐらいには野菜

はできる。柑橘類も数年間すれば実も付くわけですけども、漁業の問題は５年、１
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０年、あるいは５０年かかるというふうに思います。あの時期から５０年前は相当

な豊穣の海で、漁獲高もあったんですけども、もう全然生活ができない状況という

のは御存じのとおりでありますので、それを具体化した計画を立ててもらわないと

いけないという、いち早くすることから、町長、どういうことからやってもらえま

すかね。県との協議からでもいいですので。 

○議長（宮尾秀行君） 竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） 漁場の回復につきましては、今おっしゃいましたとおりであり

まして、まずは藻場を造りですね、そして産卵から稚魚の育成まで図る、自然環境、

そういうことをつくるのがもう一番であります。そういうことで、これまで今は亡

き芦北高校の梅田和弘先生を中心としまして、芦北高校生、その意志を引き継いで

ですね、毎年のように藻の植え付けをやっておりました。そして、当初は全くです

ね、その手法も確立されてない中で、近年は非常に効果的なですね、植付方法も開

発されておりまして、いよいよ藻場が広がるなと。これはもう芦北の地先だけでは

なくて、田浦の地先もそうなんですけども、藻が増えつつあるというですね、とき

にこのような大水害を被ったわけでありまして、先般、漁協に委託をいたしまして、

海底耕耘は既に実施しましたが、しかし広い不知火海でありますので、なかなかで

すね、効果がですね、図られるということがないわけでありますけども、昨日も副

知事とお会いしまして、芦北町にも来られましたので、海のこともお話をしまして、

特にこの災害ごみですね、漂流ごみ、漂着ごみ、そしてまた海底に沈んでいるごみ

等につきましての対策、是非お願いしたいということを申し上げたばかりでござい

ましてね、それまでもずっと続けてはおりましたが、ゆゆしきことと捉えておりま

す。芦北町民を長いこの歴史の中で、そのたんぱくの供給源として、その意味は大

変重いものがありますので、今後も真剣に取り組んでまいりたい。いち早くですね、

これも有害鳥獣対策と同じで、なかなかですね、決め手がないわけで、有明八代海

再生振興法がございますが、ここもなかなかですね、その特別措置法のその狙いど

おりは進捗していないのが現況でありまして、そこに今度の水害でございました。

なお一層の努力を続けてまいりたいと思います。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 十分理解されておられることは承知いたしております。竹﨑

町長のお父さんは県漁連の会長も歴任されて、こよなく海を愛されておられたこと

はもう承知、私も幼いときに承知をしておりますので、思い入れも強いというふう

に理解して、今後、具体策をですね、してもらえるものと信じておりますので、も

うこのくらいに止めておきたいというふうに思います。何せ漁業者が後継者も、要

するに経営が良いならば、後継ぎは増えるんですけども、うたせも４隻しかござい
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ませんし、この前も４隻借り上げて、人吉・水俣の方、一緒にやって非常に喜ばれ

たですけども、なかなか漁は悲惨なものでございました。そういうことでですね、

観光のうたせの名地でございますし、いち早くその土台である、根幹である豊かな

海に早く再生できるようにお願いしておきたいと思います。 

次に、第３の環境基本計画のほうですけども、一番冒頭申し上げましたように、

アンケートの中でこの基本計画、後期計画、知らないという方が回答が５％以下で

あったし、そしてこれを知りたいと、必要であるという方はほとんどが回答者の中

で言われておりますね。それならば、これをどうにかしてやっぱり見る方法、これ

はネットでは見られないんでしょう、いかがですか。方策として、これを町民が見

られるというあれは、どういうふうで見ればいいんですかね。 

○議長（宮尾秀行君） 福井住民生活課長。 

○住民生活課長（福井成昭君） 基本計画につきましては、ホームページのほうには掲

載を、作成時にしております。現在も載っております。 

○議長（宮尾秀行君） 川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） 総合計画のほうについて、私のほうから答弁させてい

ただきます。作成後に議決いただいた後に、直ちにホームページに掲載して、いつ

でも見れるような状態で今しているところでありますので、どうぞ御活用いただけ

ればと思います。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） そうであれば、ホームページの公開のときに何かの方法で見

られますよと、もう５０％以上は使っておられるんじゃないかなと思うんですけど

も、アンケートを取られるときはどうか知らなかったんですけども、そういう方法

でアンケートを、こういうのは見られますとか、してやったら非常にまた回答が違

ってくるんじゃないかなというふうに思いますので、そういう配慮を今後お願いす

ればなというふうに思います。 

プラスチックごみで前回の住民生活課の課長あたりとも何回かやり取りしたんで

すけども、要するに個々のモラルの問題であるとか、しかしながらポイ捨てとか、

海に出ますと、もういっぱいごみが浮かっております。満潮時期にはですね、潮の

満潮時期になりますと、もうペットボトルとかいっぱい岸に流れ着いております。

拾っております。そういうことで、どういうふうにしたら、このごみがなくなるの

かな、もうごみゼロを目指しますとかしてありますけどですね、非常にこれは難問

題ですけども、今、レジ袋も有料化してマイバックを持っていく人が非常に多くな

っておりますけども、そういう形の中で京都の亀岡市、山の海のないところであり

ますけども、これはプラスチックごみ条例を作っておられますね。こういう先進地
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事例があるんですけども、非常に周知したことでやっておられますけども、町民の

声がこうして問題視をプラスチックごみに対しては出ておりますので、その対策の

担当課は何か協議され、引き継ぎとか、そしてまた現在、これに対しての対策等は

協議しておられますか。 

○議長（宮尾秀行君） 福井住民生活課長。 

○住民生活課長（福井成昭君） プラスチックごみを含めまして、不法投棄等、通報が

ございます。それに対しましては、当然、現場確認をしながら、こちらで撤去でき

るもの、あるいはもう捨てた方が分かれば指導等も行っておりますし、当然そうい

う対策を常に協議はしているところであります。 

不法投棄に関しましては、個人のモラルというふうなことになってまいりますけ

ども、課としましても、啓発看板等の設置等をですね、行いながら、不法投棄、プ

ラスチックごみを含めましてですけども、不法投棄をなくしていきたいというふう

に考えています。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 思いばかりでは、なかなか対策になりませんので、実践とい

う形で、どういう実践をしていいのか、前からいろんな資料が手元にあったものだ

から見てみますと、水俣の海は大分きれいになったという形で、今、水中カメラマ

ン等が見せておりますけども、そういう調査ですね、調査もプラスチックごみなき

にしもあらず、海底の調査、海岸の調査等も必要なときにやれば、現地をやっぱり

見らないと、知恵が湧かないんじゃないかなと思いますので、やっぱりパトロール

なり、調査なりするということは、非常に大事なことと思いますが、今後そういう

チームを作ってやる必要があるというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（宮尾秀行君） 福井住民生活課長。 

○住民生活課長（福井成昭君） 巡視につきましては、環境保護の巡視員という形で御

依頼をさせていただきながら、町内をその都度ですね、巡っていただきながら、不

法投棄等があれば、こちらに通報いただいているような状況であります。今まで考

えておりましたのは、見えない部分といいますか、山間部等がですね、中心になっ

ておりましたので、今後、御指摘のとおり、海岸部等につきましてもですね、巡視

のほうの注意を重くしていくといいますか、やっていきたいなというふうに思いま

す。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） せっかくこういう計画ができておりますので、これを町民の

声を捉えた中で今後対策を練ってもらえるというのが一つの提案でありますので、

これも私も手元にいつも置いてですね、見て、町民の声を大事にしながらやってい
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きたいというふうに思いますので、議員の皆さんもこういう声があるというのを存

じ上げてやっていただければというふうに思います。絵に描いた餅にならず、それ

が具現化して、実践していいものにする、これが行政の仕事でありますので、町民

の声を大事に政策につなげていただければというふうに思っております。 

そういうことで、要望も申し上げましたけども、やっぱり実践、実行が大事です

ので、是非、町民の期待に添うような形を取られんことを要望し、私の質問といた

します。終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君の質問が終わりました。 

ここで１０分間休憩をいたしまして、１２時過ぎると思いますけれども、林田議

員の質問も続けて行いたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２９分 

再開 午前１１時３８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

次に、林田君。 

○３番（林田燿宏君） 議長の許可をいただきましたので、一般質問をさせていただき

ます。 

まず冒頭に、芦北町及び芦北町議会に対しまして、芦北町商工会を代表して、復

興まつりの御礼を申し上げます。コロナ禍と豪雨災害で２年間開催できなかった夏

まつりを、今年は復興まつりとして先月の２４日の湯浦てぬぐいまつりから始まり、

１１月１３日の田浦会場、そして２０日の佐敷会場と、盛大に開催することができ

ました。今回の復興まつりは、想像以上の相当な人出があり、３会場合わせて約７,

０００人の御来場をいただき、大盛会のうちに無事終了することができました。 

また、当日は担当課の皆様をはじめ、職員の皆様にもお手伝いをいただき、重ね

てではありますが、改めて感謝と御礼を申し上げます。参加された方々からは、久

しぶりにみんなと会えてよかった、楽しかった、親子で楽しめた等と、たくさんの

喜びの声が聞かれました。 

そして、復興まつりのフィナーレを飾った芦北大橋のライトアップ、この芦北の

ライトアップには大変意義深いものがあります。といいますのは、佐敷川は漢字で

前から「挿し木」と言われておりましたけども、その上流には薩摩街道、佐敷宿が

あり、経済活動が盛んなことでもあり、男性の象徴としての川として、また反対の

湯の浦川の上流には温泉があり、以前は青のりや貝堀り等、盛んに行われていまし

た。いわば、心身を癒し生命を育んでくれる女性の象徴としての川と聞いたことが
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あります。その合流にあり、そしてその大橋の姿は人と人が手をつないでいるよう

に見える芦北大橋でありました。これからは町民仲良く手をつないで復興していこ

うというメッセージでもありました。 

そして、冬の澄み切った夜空を輝かせてくれた花火は、見ていた人の心にも感動

を与え、そして、花火終了後、周りからは拍手が聞こえ、私も久しぶりの感動を覚

えました。 

そして、いよいよ本格的な復興がスタートしたなと思ったことでありました。こ

れからも太いパイプと協力体制を築き、町と一体となって商工業の発展、地域の発

展に寄与する所存でありますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。まず御礼

ということで、少し長くなりましたが、本題に入らせていただきます。 

今回は、湯浦地区の災害対策について質問させていただきます。令和２年７月の

豪雨災害から１年と５か月、異例の速さで復旧・復興工事が進んでおります。これ

は県・国との太いパイプお陰だと感謝申し上げます。特に災害直後、町長をはじめ、

担当課の方々には、何回も現地に足を運んでいただきました。そして、梅雨までの

間にとスピード感をもって、湯の浦川、また橋本川の掘削、また湯北ポンプの電気

設備修繕等していただき、本当に目に見えて工事が進んでまいりました。 

そして、被災した住宅の解体工事もほぼ終わり、住民の方々も一旦落ち着きが見

え始めたように感じます。これからは住宅建設等、個人の本格的な復興が進められ

るわけでございますが、ほとんどの方が災害が心配ということで、基礎の土台の嵩

上げをされております。しかし、空地も目立ち、いまだにどうしようか迷っておら

れる方も多いのではないかと思います。 

また、空地対策はですね、今後の課題でもありますが、湯浦地区は約１,３００

万の歴史ある温泉地であります。温泉のあるところに家を建てたいという話も聞き

ます。しかし、湯浦地区で家を建てようと思っても、一度浸水したところには、ま

たいつ災害が来るか分からないので不安だという声も聞きます。 

６月の議会で、佐敷川をはじめ、県管理の天月川、大尼田川、吉尾川等について

は、令和５年度の完了計画案が示されましたが、湯浦地区の住民が安心して暮らせ

るために、湯の浦川について質問いたします。①湯の浦川の今後の改修計画はどの

ようになっているのかお尋ねいたします。 

次に、ため池について質問させていただきます。先月２１日、農林水産課から、

ため池ハザードマップ作成のための地元説明会ということで、私も公民館長として

区長とともに説明を受けました。これからの防災の対策として、事前説明というの

は本当にありがたく思っております。当日の説明には、担当職員と業者２名が来ら

れ、趣旨説明や概要、決壊による判断解析結果の説明等、丁寧な説明でありました。
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それによりますと、浸水想定区域地図に地域の避難所や危険箇所等を加えた、ため

池ハザードマップを作成し、地域の住民に活用していただきたいとのことでした。

説明では、ため池は現在、山川地区３箇所、橋本地区は３箇所、計６箇所との説明

がありました。ここで、万が一ため池が決壊すると、ヘルシーパーク付近まで浸水

するとのことで、その地域の浸水予想箇所の説明もありました。今回の作成に当た

っては、ハザードマップを作成することで、迅速かつ安全に避難していただくとと

もに、防災や減災意識を醸成するためで、決壊する恐れはないということでありま

した。 

しかし、実際、平成２３年３月の東北大震災では、藤沼湖が決壊し、下流の集落

に大量の土砂が流出し、死者７名、行方不明１名の被害があっています。また、平

成２９年７月の九州北部豪雨では約５０箇所のため池が被害を受け、２箇所が決壊

し、人家の浸水等の被害が出ております。そして、平成３０年７月、広島豪雨では

３２箇所のため池が決壊し、下流に大きな被害を与えています。そして、西日本を

中心に農地やため池等の農業水利施設に甚大な被害が発生したとありました。 

昨年の災害豪雨のように、最近は各地で線状降水帯が発生し、大水害が起こって

います。また、今年だけでも県内の地震は大小合わせて３５回ほど起こっておりま

す。また、今朝も山梨県で震度５の地震が起こっております。そういったふうに、

いつ起こってもおかしくない災害に備えてお聞きします。②芦北町全体でため池は

何箇所あるのか。そして、先日の説明会でもですね、決壊する恐れはないというこ

とでありましたけども、③ため池の管理はどのように行っているのかお尋ねします。

そして最後に、ため池ハザードマップとしての活用は、具体的にどのように考えて

いるのか、以上４点、お尋ねします。 

これで１回目の質問を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 林田君の１回目の質問が終わりました。答弁を求めます。竹﨑

町長。 

○町長（竹﨑一成君） 林田議員の質問にお答えいたします。 

令和２年７月豪雨により、町内を流れる河川において甚大な被害が発生した湯の

浦川を含む県の管理河川につきましては、熊本県に対し、河川掘削や堤防強化等の

安全性向上の要望を行っております。 

現在、県管理河川のうち、堤防強化等の改良復旧工事が予定されている佐敷川や

吉尾川については、現地の測量設計が完了し、地元説明会が現在開催されていると

ころであります。今後、工事に着手する予定となっております。 

湯の浦川や田浦川においては、河川掘削等の応急工事は既に完了しておりまして、

現在、河川改良に向け、河川の断面や流量計算等の調査業務が進められている段階
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です。地域住民が安全・安心に暮らせるよう、改良工事の早期着手に向け、引き続

き熊本県等へ強く要望してまいります。 

詳細及び残余の質問につきましては、担当課長から答弁させます。 

○議長（宮尾秀行君） 鎌倉建設課長。 

○建設課長（鎌倉博之君） 質問の①について、お答えします。湯の浦川については、

令和２年７月豪雨での越水発生を受けて、河口付近から広瀬橋付近の区間を被災流

量等の調査を行っております。その結果を踏まえ、河川断面が不足している箇所に

ついては、詳細設計を行い、護岸の嵩上げを実施する計画で、令和５年度の工事完

了を目指しており、令和２年７月豪雨の流量を流せるよう対策を講じることを県に

確認しております。町も県と連携し、早期完成に向けて取り組んでまいります。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） 質問の②、③及び④につきまして、併せてお答えいた

します。芦北町内の農業用ため池は全部で３６箇所あります。そのうち、新幹線及

び南九州西回り自動車道の渇水補償として設置された２４箇所については、町と地

元との管理契約により管理し、その他のため池については受益者により自主的に管

理されております。 

また、３６箇所のうち、もし決壊した場合に、住家や公共施設に被害が及ぶと想

定される１８箇所については、防災重点ため池として令和元年度及び本年度にハザ

ードマップを作成し、周辺住民への説明会を実施しております。具体的な活用につ

きましては、ハザードマップの住民への配布やホームページの掲載等によりまして、

防災意識の向上を図るとともに、自主防災組織等、各地域で実施される防災訓練時

の資料としても活用いただければと考えております。 

そして何より、各自において、避難経路の認識を確認を行っていただき、有事の

際の迅速かつ的確な避難に役立てていただきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 林田君。 

○３番（林田燿宏君） ありがとうございます。 

２回目の質問でございます。 

湯の浦川については、今、復旧でもとの川底になったということでございまして、

現在はその河川の断面や流量計算等を進められて、その後には護岸の嵩上げをする

ということでですね、そして令和５年度の工事完了ということで、県からの確認が

あったということでございまして、地域の方もだいたいどのように、どの期間でと

いうのがですね、聞きたいということもありましたので、随分安心されているので
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はないかと思います。 

そこで、その護岸の嵩上げの計画でございますけれども、どの程度の高さになる

かというのは分からないわけですかね、まだ、護岸の高さ。 

○議長（宮尾秀行君） 鎌倉建設課長。 

○建設課長（鎌倉博之君） 嵩上げの高さということでございますけれども、今後、詳

細に設計を行いますので、現段階では嵩上げの区間や高さについてはまだ未定とい

うことでございます。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 林田君。 

○３番（林田燿宏君） 今回、掘削していただいたのは、災害時の川底程度ですので、

同様な大雨が来ると、氾濫の恐れがあるのではないかと、不安の声があったわけで

ございます。といいますのは、令和２年度のあの豪雨で越水し、現在、あのパラペ

ットが今ありますけども、あれがなかったら、本当どうなっただろうかというぐら

い、もう恐怖を覚えまして、現在、あのパラペットでも本当にあってよかったなと

いうぐらいの感じでございます。 

しかしながら、参考までにお聞きいただきたいのですが、湯の浦川はもともと上

流で約５０㎝から７０㎝、下流で約１ｍぐらい深かったように思います、先ほど川

尻議員からも出ましたように。そして、下流の平生付近では青のりや貝堀りが盛ん

に行われておりました。そして、あの湯の香橋が１９９１年３月に完成をいたしま

して、その設計の主眼がですね、新しい物語を生み出すような橋をつくるというこ

とでありました。水面まで下りていくことができて、水を身近に感じて、テラスを

設けて、手すりをフロストガラスにして、障子ガラスにして、人影のシルエットが

見えるように、それの橋のデザインにも照明効果をして、橋の下にも水面が光が回

るように計画し、夕暮れの散歩を眺める等、４つのポイントに留意しながら設計が

進められたと聞いております。その計画のように、当時テラスがあり、その下に水

面がありました。 

現在、３０年続いています湯の香まつりも、当時はよそのところであったんです

けども、この湯の香橋ができたのをきっかけにですね、名前を湯の香まつりと変え

て、この湯の浦川を中心に湯の香橋をメーンのシンボルとしていこうじゃないか、

まちづくりしようじゃないかということでですね、変更して移したわけです。そし

て、そこでメーンのいかだレースとか、そういったのを魚つかみ取り大会とかやっ

てきたわけでございますけども、しかし現在そのテラスもですね、水面に親しむこ

とができないぐらい、テラスのほうの下流のほうがもう常に土砂で、これは設計の

ほうもちょっとどうかなと思いますけども、必ずテラスの後ろに土砂が堆積してい
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る状態でございます。河川は県の事業でですね、予算や業者の都合もありでござい

ますけども、その再度、もう少しその掘削についてどうでしょうかと思いまして、

お伺いします。 

○議長（宮尾秀行君） 鎌倉建設課長。 

○建設課長（鎌倉博之君） 今後の湯の浦川の掘削につきましては、土砂の堆積状況や

緊急性等を考慮しながら、計画的・継続的に堆積土砂の掘削に取り組んでいくとい

うことを県に確認しております。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 林田君。 

○３番（林田燿宏君） 堆積状況や緊急性等を考慮しながら、計画的・断続的に取り組

んでいくとの答弁をいただきましたので、そのときにはまたですね、お願いしてい

きたいと思っております。 

そしてまた、本当にこの全ての河川につきましてはですね、これはもう自然の流

れでやっぱり山が崩れたり、川が崩壊したりですね、そして浅くなってきた。これ

はもう自然の成り立ちで、自然の形態の変化でもあります。これを保っていくのは

本当大変なことだと思いますが、この湯の浦川の湯の香橋がですね、湯浦温泉の活

性化として災害を乗り越えたこのシンボルとしてですね、皆様に親しまれる河川に

なればなと思って質問いたしました。これからも県と連携してですね、取り組んで

いただければと思っております。 

それでは、ため池について、次は２回目の質問をさせていただきます。②につい

ては農業ため池は全部で３６箇所、③の管理については新幹線及び南九州西回り道

路の渇水補償として設置されたと。２４箇所あります。そのほかは管理契約により

管理しておるということでございまして、少し安心はしているわけでございますけ

ども、④のハザードマップの具体的な活用については、もし決壊したら被害が及ぶ

とされる１８箇所が、今、防災重点のため池のハザードマップを作成して今年度に

配布するという説明でありまして、住民への配布やホームページ等の掲載で防災意

識を高めるとか、避難行動の確保とか、そういうことは役立てていただきたいなと

は思っておりますけども、そこで万が一危険な箇所が発見された、どういう報告と

か対策がなされているのかなというのをちょっと質問いたします。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） お答えいたします。 

危険箇所が発見された場合の報告と対策ということでございますけれども、町が

管理しているため池につきましては、管理人さんのほうから毎月、管理報告が上が

っておりまして、これまで危険箇所としての報告は上がっておりません。 
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また、必要な補修がもし発生すれば、即時対応するということとしております。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 林田君。 

○３番（林田燿宏君） 管理人から毎月、その管理人の報告があるということでですね、

安心はしております。そういったふうに徹底した管理がなされているのかなという

ことで、安心はいたしました。 

今回、事前の対策として、山川地区３地区、橋本地区３箇所の説明を受けました

けども、このハザードマップをですね、どのように活用していくかということは、

先ほど要望でありましたけども、大雨の際にはですね、その地区の方に予防的避難

がやっぱり必要かなと思っております。現在、この地区の方はほとんど避難は今さ

れておりません。きずなの里でですね、１軒の方だけが今避難されていますけど、

ほとんどの方がですね、この地区の方は避難はされていません。川のそばでないと

いうことでですね、安心されているのかも知れませんけども、そういうことでため

池の情報共有をして、避難のあり方もですね、今後は考えていかなければならない

なと思っております。 

そこでまた、地区の住民の方に十分周知して、協力していただく必要があると思

いますが、そこはどうでしょうか。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） お答えします。 

ため池の構造上、水位が上昇した場合にですね、貯水があふれないようにするた

めの洪水吐きが設けられております。令和２年７月豪雨においても特段の問題はご

ざいませんでした。ただ、ため池のある地域におきましては、上流に大量の水を抱

えておりますので、まずはそのことをですね、地域の方に確認していただくことが

第一であると。地域の方に認識していただくことが第一であるというふうに考えて

おりますので、ハザードマップの配布とあわせまして、関係課と連絡を図り、地元

消防団や自主防災組織等にも周知・協力をいただきながら、的確な避難行動につな

げていきたいというふうに考えております。 

○議長（宮尾秀行君） 林田君。 

○３番（林田燿宏君） そうですね、確かにこれからはですね、自主防災組織の活用、

これは全地区でも課題でありますけども、活動訓練等必要かと思っております。 

現在、ため池が全国に約１７万箇所あると言われておりまして、そして古いもの

が多くて、地盤や堤防等、老朽化が懸念されております。先ほど、これまで町では

毎月報告があって、これまで危険箇所の報告はないと、令和２年の豪雨でも被害は

なかったということであります。先ほど言いましたけども、豪雨だけではなくです
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ね、東北大震災時は藤沼湖が、先ほど言いましたが、決壊し、下流の集落に死者を

出すということもあっております。そして、先ほども言いましたけども、令和３年

度でもですね、熊本地方だけでも３５回の地震が起こっております。そういった地

震についてもですね、気を付けなければならないなと思っております。 

そして、平成３０年の７月豪雨でその３２箇所のため池が決壊した。それがあっ

て農林水産省ではため池対策検討チームを設置して、今後のため池対策浸水想定区

域図ですかね、それとハザードマップの整備、これは現在町が進めているというと

ころでございますが、ほかにデータベースの充実、防災支援システムの活用、そし

て水位計、監視カメラ等の管理施設の整備とあります。河川の場合は、最近監視カ

メラがですね、湯の香橋のところにも付いておりますけども、また増水の状態等、

目にも見えますけども、ため池は通常、普通は誰も行かないところにありますし、

見えないところにありますので、いざ決壊して土砂が流出してからでは遅いという

ふうに思っております。 

そこで、現在、ため池の推移等、遠隔で監視ができたり、警報通知、メール等、

監視システムもあるようでございますけども、その対策として、今後、水位計、監

視カメラ等の管理施設の整備等、監視体制はできないものかと思いますが、いかが

でしょうか、質問します。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） お答えします。 

水位計、監視カメラにつきましては、現在、設置しておりませんけれども、今後、

老朽化が進む中でですね、各ため池の調査を行いながら、設置の必要性とか運用方

法等についても検討してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（宮尾秀行君） 林田君。 

○３番（林田燿宏君） そうですね。農水省でもそういう進め方というのが、もう管理

施設の整備というのがもう現在出されておりますので、転ばぬ先の杖ということわ

ざもあります。国土強靱化は今後大きな課題であります。是非検討のほど、よろし

くお願いいたします。 

先ほど出ましたけども、今回の衆議院選では地元、金子先生がですね、総務大臣

になられましたので、ますます県南の復旧に向けて、地域活性化が進むのではない

かと期待しているところでございます。 

それから、今年ももう残り少なくなりました。今日は、令和３年度最後の議会で

ありまして、少し早いですが、芦北町町民の全ての皆様が良い年を迎えられますよ

うに祈念し、今回の質問はこれにて終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 林田君の質問が終わりました。 
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午後からは１時１５分から再開をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時０４分 

再開 午後１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

次に、楠原君。 

○１番（楠原清照君） 楠原でございます。 

議長の許可のもと、質問をさせていただきます。 

さて、１０月１９日公示、１０月３０日投開票されました、先の衆議院議員総選

挙においては、定数４６５、これは小選挙区で２８９、比例代表で１７６なわけで

ございますけれども、この４６５に対し、立候補者１,０５１、当選は自民２６１、

公明３２で、与党議席が２９３と、全議席の６３％を占め、過半数２３３を大きく

上回る結果となりました。選挙前勢力の３０５からは１２減となりましたが、与党

安定多数は維持されました。これは我が日本の民主主義に基づく公正な選挙による

今回の選挙の民意の現われだったわけでございます。 

私は、個人的には小選挙区制度、比例代表制度はいまだにあまり好きになれない

制度なわけでございますけれども、その中でも特に比例代表制度は小選挙区で落選

しても、比例で復活等という、訳の分からない制度となっておりまして、改善して

もらいたいものだと思っております。選挙というものは、昔でいえば戦なわけです。

戦で死んだ大将は首を取られて終わりです。これが生き返る等、あってはなりませ

ん。まさにゾンビであり、日本人の美意識に反します。現在の日本の政治の世界に、

生ぬるさを感じるのはこのことと無縁ではないと考えます。 

いずれにしましても、こういう結果になり、岸田新政権が発足いたしましたが、

ここに至るまで、私は菅前首相は本当に大変だったと思います。もうかわいそうな

くらいマスコミや国会でも徹底的にたたかれ続けました。正直に申しますと、かく

言う私も一時期、首相の言動にいらいらしたこともありました。しかし、冷静に振

り返れば、新型コロナウイルス対策、東京オリンピック開催問題等、難しい課題が

あり過ぎる中で、よくやられたと思います。また、瓢簞から駒で、総理になられま

したが、当初からピンチヒッターを自覚しておられたのかも知れません。いろいろ

言われましたが、私は御苦労様でした、ゆっくり休んでくださいと申し上げたいと

思います。 

その衆議院議員総選挙において、我が小選挙区熊本４区では、金子恭之さんが御

当選されました。そして現在、総務大臣の要職に就かれております。これは実に大
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変な出来事が現実に起こっているといってもいいと思います。地元出身の代議士が

総務大臣になっているわけです。序列的には、総理大臣、官房長官、総務大臣、法

務大臣、外務大臣と続きます。このように、総務大臣というのは一応序列第３位と

なっているようでございます。序列と申しますと、某国のことを連想して、あまり

いい響きではありませんけれども、それほど国家権力の中枢の、そのまた中枢の要

職に金子恭之代議士は就かれているということなのであります。総務大臣というこ

とは、自民党とか何とかのレベルはもう超越して、完全に公人となっているわけで

すから、ここはやはり立場が違えども、ここまで上り詰めた金子さんをみんなで応

援しなくてはいかんだろうと思うわけです。そして、復旧・復興に対し、これまで

以上に尽力してもらわなければなりません。我が竹﨑町長は、この金子総務大臣と

超極太のパイプをもっておられますので、よろしくお願いをしておきたいと思いま

す。そして、いずれの日にか、我が芦北水俣地域からも国政へと代議士を排出させ

ることを目指さなければならないと考えます。少なくともそのような政治的な願望

をもつことが大事だろうと思うわけです。それはそういう土壌にこそ、有能な人材

が現れてくるのではないかと思うからでありまして、またそれは単に地元に対する

利益誘導を図ることが目的等という下世話なことではなく、純粋に国家を背負う人

材をこの地域から排出できたらどれほど素晴らしいことか、誇らしいことかと夢想

するからであります。 

政治家というものは、一地方議員であっても、世界情勢や国政といった少し幅広

い視野を、アンテナを張って、いつも持ち続けることが肝要ではなかろうかと思い

ます。また、それらを踏まえて、天下国家を論ずることのできる議員、議会であら

ねばならないのではないかと考えます。そのようなことで、いつの日か堂々とこの

議場で町長と天下国家を論じてみたいものだと思っておりますので、どうぞよろし

く御対応をお願いいたします。 

［「議事進行」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 寺本君。 

○６番（寺本順一君） 今、楠原議員のほうからいろいろと国政選挙に関する問題を発

言があっておりますけれども、地方自治体の議会の中でこういうことを論ずること

は、なじまないんじゃなかろうかと思いますので、一つ議長の判断によって処理を

お願いします。 

○議長（宮尾秀行君） あとで訂正をさせます。 

楠原君、続けて。 

○１番（楠原清照君） それでは、具体的にまず質問の第１の令和２年７月豪雨災害で

発生した土砂災害の復旧の現状等について質問いたします。 
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自然災害とは、日本の法令上は防風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴

火、その他の異常な自然現象により生ずる被害と、このように９種類に分け定義さ

れているようでございます。令和２年７月豪雨災害においては、このうちの豪雨と

洪水が当てはまるようでございますが、主たるものは豪雨であることから、災害の

命名にも豪雨が使用されたものだと推測いたします。この豪雨により、大きく分け

ると河川災害と土砂災害が発生しました。このうち、河川災害におきましては、応

急工事が急ぎ実施され、今後は例えば県管理河川の佐敷川、宮浦川、田川川におき

ましては、ちょうど現在において河川改良復旧工事の地区説明会が開催されており、

次なるステップへと着実に進行しているようでございます。また、私もこれまで河

川災害関係の一般質問を行うことで、その進捗状況等をつまびらかにしてきたとこ

ろでございます。 

一方、土砂災害におきましても、本町は大規模な被害を受けました。また、尊い

人命も失われております。土砂災害は河川災害と比較しましても、その性質上、な

かなか予測困難だろうと思います。というより、山間急傾斜地が多く、山肌に多数

の家がへばりついている我が町等は、まさにどこでも危険であり、被災したところ

は運が悪かった、被災しなかったところは運が良かったという言われ方をされる場

合もありますけれども、長年にわたって行政もこつこつと防災対策を実施してこら

れております。大きく分類しますと、この土砂災害に対応した事業には国土交通省

所管、本町では建設課所管の砂防事業と、急傾斜地崩壊対策事業、それに農林水産

省所管、本町では農林水産課所管の治山事業があろうかと思います。 

本町土砂災害関係復旧事業には、これらの事業を活用し、鋭意復旧にこれ努めて

おることと思いますが、そこで質問です。令和２年７月豪雨災害により発生した災

害のうち、土砂災害の被害発生状況、及び現在における復旧の取組状況、並びに今

後の見通し等はどうなっているのかお尋ねします。これが通告書１の①でございま

す。ちなみに砂防事業、急傾斜地崩壊対策事業、治山事業に分け、できるだけ整理

して御答弁をお願いいたします。 

次に、質問の第２は、芦北町コミュニティセンターの運営状況及び自治公民館の

機能や活動支援強化等についてでございます。芦北町コミュニティセンターという

ことで通告しておりましたが、条例をよく読んでみますと、正式には芦北町総合コ

ミュニティセンターでございました。失礼いたしました。 

さて、本センターは、昨年の１２月６日に開館しておりますので、約１年が経過

しております。新型コロナウイルス対策等、相当な逆風の中での運営で大変だった

と思いますが、１周年という切りのいいところでございますので、そのタイミング

に合わせて質問させていただこうと考えたわけでございます。なお、本センターは
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建設途中においても、７月豪雨に見舞われており、その復旧作業や開館時期との調

整等、実に御苦労が多かったことと推察いたします。 

そこで、センター条例を読んでみますと、本センターは芦北町立中央公民館、芦

北町立図書館、芦北町子どもの広場の３つの複合施設となっているようでございま

す。また、その目的は町民の教育と文化の向上を図ること、子どもたちの健全育成、

そして町民の研修、集会等に供することとされています。また、案内資料によれば、

中央公民館の施設としましては、大研修室等々が整備され、図書館は６７４㎡、つ

まり約２００坪、子どもの広場が５１６㎡の１５６坪となっているようでございま

す。 

このセンター付近は、私の散歩コースとなっておりまして、よく通るわけでござ

いますけれども、施設のたたずまいもあか抜けており、子どもたちの姿も多く見か

けます。施設の中にも何回かお邪魔しましたけれども、新築ということもあります

けど、実に清潔で今風のしゃれた明るい雰囲気を漂わせております。しかし、その

裏では一生懸命に運営されているのではと思うわけです。 

一方で、自治公民館は非常に厳しい状況にあります。豪雨災害で被災した地域の

公民館活動、新型コロナウイルスによる公民館活動の停滞、限界集落を抱える公民

館活動のあり方等、課題は山積みしております。 

私が今回、なぜ自主公民館を取れ上げたのかと申しますと、地域コミュニティー

の推進には公民館活動というものが非常に重要な役割を果たしているからでありま

す。地域づくりや自主防災組織の活動も、何をやるにしても実質的には公民館長を

中心とした自治公民館の活動がその主体を担っております。従いまして、今後にお

きましても物心両面の支援の強化が望まれているのではないかと認識しているわけ

であります。 

そこで、質問いたします。開館１周年を迎えたコミュニティセンターの運営状況

はどうなっているのか。旧社会教育センターの運営状況との比較も交え、御答弁を

お願いいたします。これが通告書の２の①でございます。 

また、地域コミュニティーの再生に資するため、自治公民館に対し各種支援を強

化する考えはないかお尋ねします。これが通告書の２の②でございます。 

第３の質問は、国民健康保険税資産割課税の見直しの検討状況についてでありま

す。本質問は、本年６月議会の一般質問において、国民健康保険税の税率について

と題して質問をさせていただきましたが、その関連質問でございます。前回の質問

や資料等により少しおさらいしてみますと、本町の国保は事業規模が約３０億円、

世帯主が納税義務者であること、被保険者は４,３４５人で、世帯数は２,７７７世

帯、課税方式は所得割、資産割、均等割、平等割の４方式であること、課税総額は
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約３億円であること、つまり歳入の約１割が保険税であること、この課税総額３億

円のうち、資産割課税の内容は課税されている世帯が５７％で、課税されていない

世帯が４３％となっていること、資産割の課税は固定資産税額に５７％を乗じて計

算されていること、令和２年度では約５,０００万円が課税されたというものです。 

そして、私は資産割課税の見直し、平たく言いますと、その廃止を提言したわけ

でございます。その理由の第１は、固定資産税額に５７％を乗じて課税されておる

のは二重課税ではないかというものです。また、理由の第２は、町内の存在する固

定資産をもとに課税されており、町外所有の固定資産は関係ないため、公平を損な

っているのではないかというものです。理由の第３は、所得のない人や年金生活者

であっても課税されるため、負担感が高いということです。理由の第４は、被用者

保険等の類似制度では資産割課税はないため、制度的バランスを欠くのではという

ものです。そして、これを一言でまとめて申しますと、資産割課税は時代遅れでは

ないかというのが私の主張でありました。そして、本件についての質問に対し、見

直しに向けて検討するとの御答弁があったわけでございます。 

そこで、質問です。６月の定例会の一般質問で、国民健康保険税資産割課税の見

直しの提言を検討するとの答弁でしたが、その後、どう取り組まれたのかお尋ねし

ます。これは通告書の３の①でございます。 

以上、壇上での質問を終わります。再質問は質問席から行います。 

○議長（宮尾秀行君） 答弁の前に、楠原君。先ほどの議事進行の発言もありましたし、

私も後で取り消しをさせますというような発言をいたしました。国政のこと、それ

から金子代議士に関する部分、そういうことはその部分は議長の判断で取り消しを

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

○１番（楠原清照君） 議長の判断に任せます。 

○議長（宮尾秀行君） ただいま楠原君から、先ほどの発言について、取り消しをした

いという申し出がございました。その部分は私が判断をいたします。 

お諮りします。これを許可することに御異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 今の金子代議士の問題と国政の問題は、分けて考えたほうがい

いと思います。地方自治体は国政とは深い関わりがあって、どんな１番に、楠原議

員の砂防事業、急傾斜事業、治山事業、全て国の補助金が関わってきます。だから、

国の政治と地方政治は切り離しては考えられない。だから、金子代議士の場合も、

表現はいろいろありますけど、やっぱり総務大臣になって、この砂防、こういう防

災関係の予算をやっぱり大いに陳情に行くという関係性から、僕は何ら一般質問の
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行財政一般の広い範囲内に入っていると思います。それについての質問じゃないん

ですよね。この１番の質問につなげる形での流れだったと思いますので、そこらへ

んも酌んで検討していただきたい。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。ちょっと待ってください。坂本君も一般質問の中でそ

ういう国政の話をいたしました。金子総務大臣に一生懸命陳情をしたりするのはい

いというような発言で、それはいいと思いますけれども、加勢をしなければいけな

いというようなことは、やはり選挙というようなことにも関わってくると思います

ので、そこの部分は削除をしていきたいと思います。 

坂本君。 

○４番（坂本 登君） そこの部分は削除で、国政の部分とも先ほどおっしゃいました

ので、国政の部分というのは必ずつながっているので、一般質問において国政を語

らずして、じゃあ今日の僕の質問で、教育課長も国に要望する、こういう答弁は当

然あるわけですよ。そこはやっぱりちょっと違うんじゃないかなと思いますけど。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。そこはもう十分理解できます。そういう発言はいいと

思いますので。 

寺本順一君。 

○６番（寺本順一君） 一応ですね、分析をしたら分かると思いますけれども、選挙の

問題とか、あるいはその選挙に関する分析を議会の中でやはり話をするということ

は、一般質問の中で公式の場でするということは、私はちょっと問題があるのでは

なかろうかと。後で議長、議長として分析をしていただいてですね、どうするか判

断をしていただきたいと思います。 

○議長（宮尾秀行君） 適切に判断をしていきたいと思います。 

お諮りします。これを許可することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、楠原君からの発言の取り消

しを許可することに決定しました。 

それでは、答弁を求めます。竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） 楠原議員の御質問にお答えいたします。 

質問の主題１の土砂災害の復旧の現状等につきましては、令和２年７月豪雨にお

いて町内各所で大小様々な土砂災害によりまして、甚大な被害が発生しているとこ

ろでありまして、現在、１日も早い復旧・復興に向けて、国・県と連携しながら取

り組んでいるところであります。 

御質問にあります各事業関係でありますが、砂防事業関係で８箇所、急傾斜地崩

壊対策事業関係で３箇所、治山事業関係で５７箇所において工事が予定されており
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まして、着実に進捗が図られております。引き続き、国・県に対し、早期着工・完

了に向け、金子総務大臣も含めて陳情していきたいと思います。 

残余の質問については、担当課長から質答させます。 

○議長（宮尾秀行君） 岩田教育長。 

○教育長（岩田繁義君） 質問の主題２の①について、お答えします。総合コミュニテ

ィセンターの運営状況につきましては、昨年１２月６日の開館以来、図書館、子ど

もの広場等、町内外を問わず非常に多くの方に御利用をいただいている状況でござ

います。 

なお、具体的な運営状況及び②の質問につきましては、担当課長のほうから答弁

させます。 

○議長（宮尾秀行君） 鎌倉建設課長。 

○建設課長（鎌倉博之君） 質問の主題１のア、イについて、お答えします。砂防、急

傾斜地ともに、事業主体である県に確認したところ、砂防事業については、令和２

年７月豪雨により、小崎川、上平生川、乙千屋川、園口川、赤江川、菅無田川の６

箇所で土石流が発生、箙瀬川、上箙瀬川の２箇所で渓流の荒廃が確認されたため、

災害関連緊急砂防事業及び砂防激甚災害対策特別緊急事業の採択を受け、砂防堰堤

等の制度に取り組んでおり、全箇所で地元説明会は終えております。現在、設計及

び用地交渉中であり、済み次第、随時発注を行い、令和５年度から６年度に工事が

完了する予定であることを確認しております。 

次に、急傾斜事業でございますが、女島地区の塩尾、伏木地区の上村及び滝の上

の３箇所で斜面崩壊が発生し、災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業の採択を受け、

全箇所で地元説明会を終えております。現在、塩尾、上村は既に施工中で、滝の上

は年内に発注予定であります。工事完了は、上村で年度内完了を、塩尾、滝の上は

令和４年度中を見込んでおります。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） 質問の主題１のウの治山事業関係について、お答えい

たします。治山事業関係の被害発生状況でございますが、国直轄事業３３件、県営

事業２２件、市町村運営事業２件となっておりまして、そのうち国直轄事業２３件、

県営事業１件、市町村得営事業２件が発注済でございます。国直轄事業につきまし

ては令和４年３月、県営事業については令和４年７月を目途に完了の予定です。な

お、市町村営事業の２件につきましては、令和３年９月に完了しております。 

今後の見通しにつきましては、国直轄事業１０件、県営事業６件を年度末までに

発注する予定でございまして、令和４年度を目途に完了の予定でございます。県営
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事業残り１５件につきましては、令和４年度から令和７年度にかけて発注する計画

であるとの報告を受けております。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 志水コミュニティセンター課長。 

○コミュニティセンター課長（志水哲治君） 質問の主題２の①について、お答えいた

します。昨年１２月６日の開館から、１１月３０日までの利用者数が、図書館３万

１,３２６人、子どもの広場２万３,４０６人、公民館７,６８６人で、合計６万２,

４１８人と、町内外を問わず多くの方に御利用をいただいてております。 

旧社会教育センターの年間利用者が、図書館約５,０００人、センター約２万６,

０００人の、合計約３万１,０００人でしたので、約２倍の方々に御利用をいただ

いている状況でございます。 

この１年間の運営状況につきましては、全館、新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、検温、手の消毒、換気、密の回避等を徹底し、入館者カードへの記入をお

願いしながら運営をしております。 

図書館におきましては、最新の図書館システムや読書通帳等を導入し、読書活動

の推進を図っております。特に、約５万６,０００冊の蔵書のうち、児童書や絵本

を約４０％としており、子どもたちの読書活動の推進も図っております。 

子どもの広場におきましては、多くの木のおもちゃや、体を使って遊ぶ遊具等人

気を博しており、これらのものを定期的に入れ替える等、子どもたちに飽きさせな

い工夫をしております。また、図書館と連携して、絵本の読み聞かせ等も定期的に

実施しております。 

公民館におきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、本年９月まで

町民講座の実施を控える等、利用について制限をかけて運用いたしました。 

なお、コミュニティセンターの運営体制については、職員が８人、会計年度任用

職員が９人の、計１７人で運営をしております。図書館には、司書資格者を１人、

子どもの広場には保育士資格者を３人配置しております。 

続きまして、②の質問についてお答えいたしてます。自治公民館の支援につきま

しては、町内１０６の公民館で組織されております芦北町自治公民館連絡協議会に、

その活動費を支援をしております。また、公民館の建設、修繕、改修に対して、芦

北町地区公民館建設補助金により、その費用の一部を助成しております。なお、昨

年７月の豪雨災害において被災した公民館に対しては、令和２年７月豪雨災害地区

公民館復旧補助金を設け、被災した公民館の復旧費用を全面的に支援しております。

さらに、新型コロナウイルス感染症拡大対策として、公民館等の地域活動の活性化

を図るべく、公民館等新しいコミュニティモデル環境整備交付金を設け、８４行政
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区に一律５万円を助成したところでございます。 

今後の自治公民館に対する支援強化につきましては、町内の自治公民館を見ます

と、各公民館でその規模、活動状況もまちまちであり、抱える問題もそれぞれで違

うようであります。そのようなことから、まずは現状を知るべく、１０６館ありま

す町内の公民館をブロックごとに分け、そこに出向き、現状や要望等をお聞きする

等、問題点や改善点を洗い出し、さらなる公民館活動の充実に向けた検討を行って

いきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 福井住民生活課長。 

○住民生活課長（福井成昭君） 質問の主題３について、お答えいたします。６月２５

日に開催しました芦北町国民健康保険運営協議会において、６月定例会で国民健康

保険税の課税方式について一般質問があり、今後見直しに向けて検討していくこと

を報告しております。平成３０年度の法改正によりまして、県が国保財政運営の責

任主体となっており、今後、県内市町村の保険税の統一に向けて検討を始めますの

で、本町もそれに合わせて取り組んでいきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 楠原君。 

○１番（楠原清照君） 御答弁、ありがとうございました。追加質問をしたいと思いま

す。 

通告書質問１の答弁に対し、追加質問いたします。概要はだいたい分かりました

けれども、そのうちですね、土砂災害が大きかったと思われる国道３号、白岩川の

佐敷トンネル入り口付近ですね。あそこと八幡園口、そして人命が失われました女

島釜、あと田川の牛渕の計４箇所の復旧工事について、具体的にどうなっているの

かお尋ねしたいと思います。 

○議長（宮尾秀行君） 鎌倉建設課長。 

○建設課長（鎌倉博之君） お答えいたします。 

御質問の箇所のうち、砂防事業で整備します八幡の園口川につきましては、中流

部に１基、上流部に１基、計２基の堰堤を整備します。渓流の整備も併せて行い、

管理用道路４００ｍも整備する計画でございます。令和３年度内に工事発注予定で、

令和６年度中の完了を見込まれております。 

次に、急傾斜事業で整備します女島釜の仕様につきましては、法面が崩壊したた

め、法面を補強する法枠等の斜面対策工及び擁壁工で整備する計画でございます。

既に施工中であり、令和５年３月の完了を見込まれております。 

以上でございます。 
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○議長（宮尾秀行君） 佐竹農林水産課長。 

○農林水産課長（佐竹貴幸君） 御質問の箇所のうち、治山工事で実施します白岩トン

ネル口と田川牛渕について、お答えいたします。まず、白岩につきましては、トン

ネル付近３箇所被災のうち、一番トンネルに近い箇所につきましては、現在、国交

省で道路建設箇所の工事を行っておりまして、上部の治山に係る工事につきまして

は、土留工８基ほかを県において１２月に発注し、令和５年３月の完了を計画され

ております。あとの２箇所につきましては、谷留工、各１基を国の直轄事業として

既に発注済でございまして、令和４年３月の完了を見込まれております。 

次に、田川につきましては、土留工４基ほか、こちらも既に国の直轄事業で発注

済でございまして、同じく令和４年３月までの完了を見込まれております。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 楠原君。 

○１番（楠原清照君） ありがとうございます。 

今、具体的に御説明がありましたけれども、この土砂災害に関係する各種事業は、

予防と被災後の迅速な対応の２つが望まれているわけでございます。砂防や急傾斜

事業は、家屋を災害から守る、治山は山を守るために行われます事業ですけれども、

それは砂防ダム、急傾斜擁壁及びフェンス、治山ダムとして人々の命と生活を守る

こととなります。やらねばならない箇所は山ほどあるかも知れませんけれども、ま

ずは令和２年７月豪雨災害の被災箇所の早期本格復旧を急ぐ一方、土砂災害関連対

策事業の計画的な整備推進により、国土強靱化ならぬ、町土強靱化を図ることで、

安全を担保していただきたいとお願いをしておきたいと思います。 

次に、通告書２の①のコミュニティセンターについて、追加質問をいたします。

蔵書が５万６,０００冊との答弁がありましたけれども、図書館の蔵書のキャパシ

ティはどのくらいですか、お尋ねします。 

○議長（宮尾秀行君） 志水コミュニティセンター課長。 

○コミュニティセンター課長（志水哲治君） お答えいたします。 

図書館には約６万冊の蔵書が可能となっております。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 楠原君。 

○１番（楠原清照君） 分かりました。 

次に、今後のセンター運営についてはどのように考えていますか、お尋ねします。 

○議長（宮尾秀行君） 志水コミュニティセンター課長。 

○コミュニティセンター課長（志水哲治君） お答えいたします。 

図書館におきましては、貸し出しの多い新刊本を中心に蔵書を充実させ、利用者
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のニーズに応えてまいります。 

また、小中学校との連携を深めるとともに、学級文庫に図書を貸し出し、児童生

徒への読書の習慣づけを行います。 

子どもの広場におきましては、これまで以上に幅広い方々に利用される施設を目

指し、木育に関するイベントやワークショップを開催してまいります。 

公民館におきましては、引き続き町民講座や生き生き大学、子ども講座等、世代

ごとの事業を展開し、参加者の自己研鑽や生きがいづくりを図ってまいります。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 楠原君。 

○１番（楠原清照君） さらに、お尋ねします。答弁で、令和２年７月豪雨で被災した

公民館に対し、復旧費用を全面的に支援したとありましたが、その概要の説明をお

願いいたします。 

○議長（宮尾秀行君） 志水コミュニティセンター課長。 

○コミュニティセンター課長（志水哲治君） お答えいたします。 

令和２年７月豪雨災害により被災した公民館につきましては、１８の公民館から

申請があり、その復旧について全面的に支援しており、１４の公民館が既に復旧を

完了しております。また、被害の大きかった１公民館が建て替えを余儀なくされて

おり、現在、建設中でございます。そのほか２公民館が再建の見込みがないという

ことで、公費解体のみを行い、１公民館が現在、再建について検討中でございます。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 楠原君。 

○１番（楠原清照君） 御答弁、ありがとうございました。 

１５億円の巨費を投じた芦北町総合コミュニティセンターでございます。今後に

おかれましても十分な活用を図っていただきたいとお願いをしておきます。 

そして、その指標となるのは、やはり利用者の数だと思うわけです。収入も大切

でしょうけれども、第一は利用者を増やす努力が必要なのだと思います。そのため

には、利用者の視点に立った運営、例えば夏休み等は子どもたちの早期学習に活用

してもらうために、開館時間を早め、学力向上を支援する等、ニーズを把握し、先

取りした運営を心掛けていただければ、より町民に愛される施設になるのではと期

待しております。 

また、自治公民館におきましても、戦後の個人主義の行き過ぎの弊害等により、

地域のきずなが弱まっている部分がありますけれども、やはり日本という国は災害

列島であり、その中で暮らす私たちは、遠くの親類より近くの他人ということわざ

もありますように、地域が助け合わなければ生きていけないということが先年の災
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害体験も含めて、今まさに改めて実感されておるのではないかと思うわけです。 

そのような中にあって、公民館活動こそ、子どもたちに対しては思い出づくり、

大人たちにとっては円滑な御近所交流や各種行事、防災・防犯活動等になくてはな

らないものであろうかと思います。つまるところ、共同体の維持に公民館をその中

心的役割を担っているのでありまして、今後にあっても必要不可欠な存在であるこ

とは論を俟たないことでありますので、その重要性というものを再認識していただ

きまして、その自主性は最大限尊重しつつも、側面から手厚い御支援を賜りますよ

うよろしくお願いをしておきます。 

質問３の国民健康保険税資産割課税問題につきましては、追加質問はいたしませ

んけれども、一言申し上げておきたいと思います。我が町の国保は、水俣病関連の

特別調整交付金等の収入もありまして、他の国保保険者と比較しましても、その保

険料は安い水準にあり、健全性を維持しておることは十分承知しております。だか

ら、そのままでもいいではいなかという御意見もあるかと思います。しかし、やは

り事務事業というものは常に問題意識をもち、見直すべきは見直していくという姿

勢が大事だと思うわけです。また、課税総額、つまり保険料の３億円のうち、資産

割分は５,０００万円ですから、約１７％を占めております。これを完全に廃止し、

２億５,０００万円で健全に運用できれば一番いいのでしょうけれども、課税総額

はやはり変えられないでしょうから、その５,０００万円を所得割、均等割、平等

割に振り替えなければならないわけです。そうすると、見直しによって負担が減る

世帯と増える世帯がある。特に負担が増える世帯に対する配慮、つまり現在、資産

割課税のない約４０％の世帯でございます。ここに対する配慮、ここが一番悩まし

いところだと思うわけです。しかし、既に廃止した自治体もそれらの課題を乗り越

えてきているわけですので、なかなか難しい調整が必要とは思いますけれども、シ

ミュレーション等をいろいろ行っていただき、円滑にいきますよう、再度、御検討

方をよろしくお願いしておきたいと思います。 

以上で質問を終わりますけれども、この１年、私の一般質問にお付き合いいただ

きまして、本当にありがとうございました。その間、３月、６月、９月、そして今

回の１２月定例議会において、都合４回の質問をさせていただいたわけでございま

す。その１回目、３月の一般質問の冒頭においては、毎議会、必ず一般質問を行う

ことを一種の公約として掲げさせていただきましたが、今、何とか、その約束を果

たすことができ、ほっとしているところでございます。 

また、日本一の議会を目指すと大ほらを吹きましたが、これは来年３月に予定さ

れておる通常選挙の洗礼を受けた後、もし私の席がありましたなら、議会の御理解

を賜りながら行動を起こさねばならないだろうと思っております。 
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また、６月議会では一般質問と町長の所信を質すことであるとし、町長の議会で

の積極発言を促しました。９月議会では町民目線に立った一般質問を愚直に行う旨

をお伝えしました。そして、今回、１２月議会では一地方政治家であっても天下国

家を論せずしてどうするということで申し上げました。 

このように、私は民主主義で保障された自由な言論空間であるこの議場の場で、

伝えるべきテーマや政治信条を一般質問と関連付けながら、その冒頭に入れさせて

いただいております。それは一重に、この議場には１万６,０００の全町民がおら

れるという意識を常に持っているからでございます。町長や執行部、議員各位にと

どまらず、全町民に向かって話す、そして全町民に聞いていただきたい、これが私

の議会における基本的なポリシーであることを、改めて表明させていただきます。 

今後もルール内において、議員としての品位を保ちつつ、楠原流スタイルという

ものを確立しながら、一般質問を行わせていただきますので、町長、よろしくお願

いいたします。 

また、宮尾議長におかれましても、ややもすると時間切れしたり、暴走しがちな

私でございますので、そのかじ取りを今後ともどうぞよろしくお願いしておきます。 

これで、質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（宮尾秀行君） 楠原君の質問が終わりました。 

以上で、一般質問を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第３ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第４ 建設経済常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第５ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第６ 議会広報委員会の閉会中の継続調査の申出 

第７ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出 

○議長（宮尾秀行君） 日程第３から日程第７までの各委員会の閉会中の継続調査の申

出を、会議規則第３６条の規定により一括議題とします。 

各常任委員長及び議会運営委員長から、お手元に配付の申出書のとおり提出され

ております。 

お諮りします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申出書のと

おり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

平松君。 
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○１１番（平松洋一君） 私の手元に今、建設経済の委員長の継続調査の申出、令和３

年９月１６日とありますが、本来であれば、１２月３日というふうに考えますけど。 

○議長（宮尾秀行君） 訂正をさせていただきます。「令和３年９月１６日」となって

おりましたが、間違っておりました。「令和３年１２月３日」の誤りでした。 

○１１番（平松洋一君） はい。了解です。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） ここで、追加議事日程配付のため、しばらくお待ちください。 

［議案書 配付］ 

○議長（宮尾秀行君） 配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 配付漏れなしと認めます。 

お諮りします。本日審議しました日程第１、陳情第９号を文教厚生常任委員会の

閉会中の継続審査としたことに伴い、閉会中の継続審査申出書が提出されました。

これを日程に追加し、追加日程第１として議題にしたいと思います。御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。従って、議席に配付のとおり、継続審査

申出書を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

追加日程第１ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続審査の申出 

○議長（宮尾秀行君） 文教厚生常任委員長から提出されました継続審査申出書は、お

手元に配付のとおりです。 

お諮りします。申出書のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。従って、文教厚生常任委員長からの申出

書のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

これで本日の日程は全て終了しました。 

会議を閉じます。 

令和３年第６回芦北町議会定例会を閉会します。 

御苦労様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後２時００分  
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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